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古
林
清
茂

こ
そ
の
主
な
る
門
下

古

田

紹

欽

U

古

林

清

茂

灘
魚
槻
と
云

へ
ば
此
の
入
が
輝
宗
史
上
ど
う
云
ふ
人
τ
あ
る
か
を
問
ふ
こ
と
以
外
に
、
墨
跡
の
上
に
珍
重
せ
ら
れ
、
茶
の
藪
奇
者
の
間

に
喧
し

い
人
で
あ
る
。
南
宋
末
か
ら
元
に
か
け
て
茂
古
林
と
向
じ
や
う
に
在
世
し
た
著
名
な
灘
者
は
数
多
い
が
、

我
國
の
丈
化
、
宗
教
の

上

に
密
接
な
交
渉
左
持
つ
た

一
人
と
し
て
、
茂
古
林
は
誰
忙
そ
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
。
出
世
間
的
に
は
云
ふ
に
及
ぱ
す
世
間
的
に
も
茂

古
林
の
名
は
廣
く
我
が
國
人
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

茂
古
林
、
古
林
は
字
で
、
諦
を
清
茂
と
云
ひ
、
金
剛
憧

弗
或
は
休
居
婁
と
號
し
た
。
我
國
に
幾
人
か
の
法
を
傳

ぺ
、
鎌
倉
、
室
町
期
に

そ
の
門
流
は
隆
盛
を
極
め
た
。

古
林
は
南
宋
の
景
定
主
月
八
月

一
日
に
渡
州
に
生
れ
た
。
幼
少
よ
ユ

不
教
的
素
質
の
豊
か
な
人
で
あ
つ
た
と
見

え
て
、
肚
友
と
法
華
経

を
調
七
,
妙
荘
嚴
王
品
に
至
つ
て
感
悟
流
悌
し
た
と
云
は
れ
る
。
醐
家
を
志
す
の
動
機
は
こ
の
時
に
あ
つ
だ
が
、
父
母
の
聴
す
所
と
な
ら

す
、
二
年
を
経
て
途
に
十
三
才
に
し
て
得
度
し
た
。
こ
の
前
年
、
天
含
國
清
寺

の
孤
岩
啓
に
依
止
し
て
啓
を
戒
師

と
し
た
。
翌
十
四
才
元

の
革
命
に
遇
ひ
、
士
卒
の
た
め
に
刀
を
以
て
頂
を
切
ら
れ
ん
と
し
た
が
、
色
を
.憂
す
る

こ
と
が
な
か
つ
た
と
一不
ふ
。
啓

の
下
に
あ
つ
た
期

間
は
詳
か
で
な
い
が
、
和
李
に
復
す
る
と
偏
参
し
、
最
初
に
雪
蜜
の
簡
翁
敬
に
謁
し
、
敬
の
寂
に
及
ん

で

つ

い

で
南
屏
の
石
林
輩
に
見

え
、
.又
輩
の
寂
に
遇
つ
て
更
に
承
天
の
毘
蕎
眞

に
参
じ
た
。
石
林
下
に
あ
つ
て
既

に
微
な

る
省
を
得
駕
と
せ
ら
れ

る
が
、
畳
蕎
は
達
摩
の

再
來
人
と
賞
し
.
流
輩
は
こ
れ
よ
り
小
達
摩
≧
呼
ん
だ
と
云
ふ
。
年
少
に
し
て
そ
の
究
め
得
た
力
量
は
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
に
相
蓮

な
い
。
時
に
横
川
洪
が
雁
蕩
の
能
仁
寺
に
謝
事
し
、
放
牧
寮
に
居
レ
て
諸
方
の
提
唱
を
痛
斥
し

て
ゐ
た
が
、
進
ん
で
謁
し
、
三
日
に
し
て

始
め
で
枳
着

を
許
ざ
れ
て
依
止
し
お
Q
古
林
は
こ
の
横
川
の
法
を
嗣
ぐ
に
至
葛

の
で
あ
ゐ
が
、
師
と
轟し
て
の
横
川
は
實

に

一
代

の
古
佛
囎



あ
ろ

た
。
「師
痛
宗
敏
濫
膓
、古
響
病
欝
、引
宗
擦
胆
、
・昇
遇
今
學
、
崖
聾
標
山苔

不
随
俗
好
悪
」(
五
燈
全
書
巻
四
十
九
、
横
川
傳
)
と
云
は

れ
も
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
古
林
は
如
上
の
経
歴
か
ら
し
て
も
わ
か
る
こ
と
で
有
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
云

へ
ば
天
才
的
肌
の
人
で
有
り
,

學

識
に
於
て
も
傑
れ
て
ゐ
た
。
平
旧
製
作
し
た
所
の
語
が
亘
編
を
な
し
た
と
云
つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
並

々
な
ぢ
ぬ
文
才
が
偲
ば
れ

る

の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
若
し
古
林
が
横
川
に
見
え
な
か
つ
た
な
ら

ば
、
恐
ら
く
古
林
は
小
器
の
天
才
人
に
生
涯
を
絡

つ
た
で
あ
ら
う
。
古

林

の
自
ら
の
才
に
待
む
自
負
心
は
、
こ
の
亘
編
を
横
川
に
差
出
す

に
及
ん
で
根
底
か
ら
覆

へ
さ
れ
た
。

及
レ出
二李
口
製
作

一
亘
編
一、
川
寛
火
レ之
日
、、
佛
租
之
道
壼
才
辮
之
事
、
要
レ須
レ不
レ落
二情
識

甲、
直
究
根
元
、

絶
後
再
蘇
、
方
堪
二蝦

煉

一、
異
日
把
二人
杓
柄

一庶
不
レ錯
二俣
人
家
男
女
一、
、不
レ然
非
二吾
輩
種
草
一」
(
古
林
和
荷
行
實
)

,

横
川
は
亘
編
の
債
値
を
全
く
認
め
江
か
つ
た
の
で
あ
る
。
古
林
に
し
て
見
れ
ば
勢
力
を
集
結
し
た
亘
縄
で
あ
つ
た
が
横
川
の
目
か
ら
す

れ

ば
そ
れ
は
才
辮

の
飴
事
に
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
横
川
の
嚴
し
い
試
を
受
け
た
古
林
は
此
庭
に

一
大
繭
…換
を
し
た
。
古

林
和
樹
行
實

に
は

「師
不
レ畳
面
熱
汗
下
、
自
レ是
頓
息
一一身
心
'、
如
レ枯
若
レ橋
」
と
古
林
の
態
度
を
表
現
し

て

ゐ

る

が
、爾
後
の
古
林
は

決

し
て
昔
日
の
古
林
で
は
な
か

つ
た
ゆ

一
日
、
横
川
は
雲
門
の
須
彌
山
の
話
を
學
し
た
こ
・と
が
あ
つ
た
が
(櫓
問
二雲
門
㍉

不
レ起
二
一
念

'

還
有
レ過
也
無
、
門
云
、
須
彌
山
)未
だ
語
の
絡
ら
ざ
る
デ
ち
に
古
林
な
諮
然
大
悟
し
た
と
云
ふ
。
時
に
驚
く
な
が
れ
十
九
才
の
批
年
で
あ

つ
た
。
翌
、
國
清
に
蹄
り
、
至
元
癸
未
(
二
十
)年
に
横
川
が
詔
を
受
け
て
育
王
に
佳
す
る
に
及
ん
で
重
ね
て
依
止
し
、
爾
後
六
年
の
間
そ

の
下
に
あ
つ
た
。
横
川
は
つ
ね
に
、
唯
寳
、
茂
の
二
師
の
み
能
く
老
曾
の
舌
頭
の
落
虚
を
知
る
と
云
つ
て
推
賞
し
た

と
云
ふ
が
、
寳
は
古

林
清
茂
縄
師
語
録
巷
㌧一
に

「賀
藏
主
曇
藏
主
至
上
堂
」
と
見
え
て
ゐ
る
寳
藏
主
の
こ
と
で
あ
り
、
茂
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
古
林
の
こ
乏
で

あ

る
。

つ
い
て
径
山
寺
の
復
興
に
力
を
鑑
し
た
雲
蜂
高
に
迎

へ
ら
れ
て
夏
を
度
り
、
叉
平
江
盤
岩
啓
の
下
に
藏
鍮
を
掌
り

,
績
い
て
承
天
寺
に

あ
つ
て
蒙
堂

に
居
し
た
。
文
径
山
の
虎
巖
伏
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
分
座
と
も
な
っ
た
。

大
徳
二
年
、
.三
十
七
才
の
二
月
三
日
、
、講
を
受
け
て
承
天
よ
り
平
江
の
白
雲
寺
に
出
世
し
仁
。
こ
の
年
に
あ
る
こ
と
十
絵
年
み
行
實
九

年
と
作
す
)
、
こ
の
間
の
語
が
古
林
清
茂
輝
師
語
録
巻

一
に
牧
め
ら
れ

て
ゐ
る
。
至
大
二
年
に
同
じ
く
挙
江
の
開
元

寺
に
遷
り
住
し
、
そ

の
叢
席
は
尤
盛
で
あ
つ
た
。
齢
五
十
才
に
な
ん
な
ん
と
し
、
凡
ら
く
古
林
の
最
も
圓
熟
L
活
動
性
に
富
ん
だ
時
で
あ
つ
忙
で
あ
ら
う
。
然
し

主
七



凸二
八

法
盛
ん
な
れ
ば
魔
も
ま
忙
生
す
と
云
は
れ
る
や
う

に
不
意
の
事
件
の
た
め
に
僅
か
宇
載

に
し
て
そ
の
滲
退
席
し
た
。
虎
丘
の
束
州
永
は
石

林
驚
の
法
嗣
で
、
嘗

つ
て
古
林
と
は
・同
参

の
人
で
あ
つ
た
と
思
慧
れ
る
が
、
古
林
が
開
元
を
退
く
と
翌
春
虎
丘
に
迎

へ
、
虎

丘
の
租
た
る

紹
隆
の
院
塔
に
室
を
聞
い
て
居
ら
し
め
た
。
慮
接
無
方
、
互
に
主
伴
と
な
つ
て
宗
旨
を
學
揚
し
た
。

古
林
和
樹
行
貴
に
よ
れ
ば
大
徳
二
年
は
古
林
三
+
七
才
に
嘗
り
、
白
雲
寺
に
居
る
こ
と
九
年
に
し
て
開
完
寺
に
遷
つ
た
と
蓼
ふ
、
さ
す
れ
ば
、
大
徳
+

年
(満
九
年
と
す
れ
ば
十
一
年
)に
開
元
入
寺
乏
な
る
、
然
し
て
牛
載
に
し
て
退
席
と
云
へ
ば
虎
丘
に
到
つ
た
の
も
そ
の
頃
と
な
ら
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
所
が
至
大
二
年
冬
に
、
開
元
寺
退
席
と
し
た
と
弟
子
の
承
宣
が
重
拮
雲
轡
學
古

一
百
則
集
序
に
云
う
て
ゐ
る
。
承
宣
の
集
序
は
信
す
べ
き
で
あ
る

と
思
ふ
故
に
白
雲
寺
の
住
.年
を
十
蝕
年
と
し
た
。

虎
丘
に
あ
つ
て
は
承
宣
藏
主
の
請
に
よ
つ
て
雪
鍵
學
古

一
百
則
を
重
拮
し
た
。
承
宣
藏
主
は
左
右

に
待
し
て
こ
れ
を
録
し
て

一
編
と
な

し
、
至
大
三
年
に
は
早
く
も
世
に
行
れ
た
。
重
拮
雪
餐
暴
古

一
百
則
は
語
鋒
巷
三
の
う
ち
に
牧
め
ら
れ

て
ゐ
る
。
虎

丘
に
あ
る
こ
と
凡
そ

三
年
、
皇
慶
元
年
六
月
十
二
唱
に
は
聖
旨
を
奉

じ

て
再

び
開
元
寺
に
住
し
た
。
翌
冬
に
は
仁
宗
よ
り
挟
宗
晋
畳
佛
性
鐸
師
と
賜
號
せ
ら

れ
、
十

一
月
に
は
重
ね
て
聖
旨
を
受
け
て
開
乖
に
於
て
上
堂
を
し
た
。
開
元
に
於
け
る
両
度

の
語
は
語
録
巻

一
に
共
に
存
す
る
。

開
元
再
住
の
退
席
は
何
年
で
あ
る
か
詳
か
で
な
い
が
、
延
砧
二
年
十
二
月
六
日
に
は
饒
州
永
幅
寺
に
迎

へ
ら
れ

て
入
寺
し

て
ゐ
る
。
永

幅

の
請
を
受
け
た
の
は
平
江
路
天
畢
松
下
で
あ
つ
た
と
云
ふ
か
ら
、
開
元
退
席
後
、
屡
く
先
住
の
天
平
山
に
ゐ

た

も

の

か
と
も
思
は
れ

る
。
永
輻
に
於
け
る
道
風
大
い
に
振
つ
た
と
云
は
れ
、
建
康
鳳
毫
山
保
寧
入
寺
の
命
を
受
け
る
ま
で
こ
の
寺
に
有

つ
た
。
永
幅
の
語
は
語

録
巻
二
に
存
す
る
が
、
「赴
保
寧
蹉
衆
上
堂
」
に
絡
つ
て
ゐ
る
。
古
林
が
宋
の
宗
永
の
宗
門
統
要
に
績
い
て
宗
門
統
要
綾
集
を
撰
し
た
の
は

こ
の
永
輻
在
住
の
頃
で
あ
ら
う
。

海
印
昭
如
語
録
践
文
の
終
に
「
延
裕
七
年
鵬
月
望
日
郡
陽
澹
湖
佳
山
清
茂
手
書
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
永
謡
在
寺
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。

永
輻
か
ら
は
永
嘉
の
江
心
に
迎

へ
'ら
れ
た
こ
と
も
あ
つ
駕
が
蹉
し
て
赴
か
す
、
保
寧
入
寺

の
命
を
得
る
に
至
つ
て
止
む

を
得
す
こ
れ
を

受
け
た
。
行
實

に
は

「
不
日
建
康
保
寧
命
至
」
と
記
し
て
、
こ
の
保
寧
入
寺
の
時
目
.を
示
さ
す
、
古
林
の
現
在
語
録

ま
た
保
寧
の
語
を
鋏

い
て
ゐ
て
入
寺
の
年
時
は
詳
か
に
な
す
こ
と
が
出
來
な
い
が
古
林
語
録
の
凋
子
振
の
序
文
に
「
金
陵
保
寧
古
林
縄
師
泰
定
乙
丑
冬
」
(
泰
定

二
年
)
と
あ
り
、
又
目
録
梵
催
蹟
文
に
「
佛
性
和
両
於
大
元
泰
定
丙
寅
間
佳
保
寧
府
」
と
見
え
て
ゐ
る
泰
定
二
年
か
、
丙
寅
即
ち
泰
定
三
年

頓
に
は
保
寧
に
住
し
て
ゐ
忙
こ
と
拡
明
が
で
あ
る
。
古
林
が
永
福

か
ら
保
寧
に
移
る
く
と
に
な
9
、
9官
舟
解
縄
に
な

る
と
租
饒
繰
帳
、
雲



日
を
掩
ふ
と
云
ふ
有
様
で
あ
り

道
を
南
康

に
取
る
、
鷹
山
の
諸
灘
達
は
舟
上
に
古
林
を
迎

へ
、
次
い
て
安
慶
を
経

て
建
康
に
達
し
だ
の

で
あ
る
が
、
到
る
所
で
古
林
に
法
語
を
求
む
る
も
の
が
有
つ
江
。
法
語
を
書
い
て
示
し
た
も
の
無
慮
千
有
飴
紙
に
及
ん
だ
云
ふ
。
古
林
の

道
望
推
し
て
知
る
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
。
保
寧
入
寺
開
堂
に
際
し
て
「
大
吾

一
振
、
玄
侶
景
從
、
難
諸
方
大
龍
象
、
莫
不
願
爲
酒
掃
給
侍
」

(行
實
)と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
保
寧
の
語
を
訣
く
の
は
如
何
に
も
淺
念
で
あ
る
。

ト

天
目
明
本
輝
師
難
錬
附
に
一
華
五
葉
似
古
林
の
後
序
が
有
り
、

「時
泰
定
二
年
十
二
月
廿
七
日
、
合
陵
鳳
壷
休
居
讐
溝
茂
書
」
、
「泰
定
二
年
瀬
月
望
日

金
陵
鳳
彊
休
居
婁
清
茂
」
と
も
見
え
て
ゐ
る
、
叉
丹
羽
氏
藏
の
古
林
里
蹟
に

「泰
定
二
年
九
月
二
口
金
陵
鳳
壷
清
茂
」
と
も
貝
え
て
ゐ
る
。

泰
定
の
末
年
頃
で
あ
ら
う
か
、
組
塔
を
拝
す
る
た
め
に
蘇
台
に
趣
き
、
綴
白
の
請
に
よ
つ
て
萬
壽
寺
に
読
法
を
し
て
ゐ
る
。
組
塔
と
は

虎

丘
紹
隆
の
塔
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
又
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
英
宗
は
師
に
詔
し
て
闇
道
を
求
め
た

が
、
病
て
稻
し
て
起

な
か
つ
忙
。
然
し
幾
く
も
な
く
し
て
朝
廷
が
大
會
を
漸
右

の
三
宗
の
師
徳
に
命
じ
て
金
山
に
開
い
た
時
、
、保
寧
は
漸
右
の
域
外
で
あ
つ
た

け
れ
ど
も
敦
く
請
は
れ
て
趣
払
て
ゐ
る
。

天
暦
二
年
秋
、
飴
命
の
久
か
ら
ざ
の
こ
と
を
知

つ
て
學
徒
に
勉
施
す
べ
き
こ
と
を
誠
め
、
逮
に
十

一
月
二
十
二
日
保
寧
に
滅
し
た
。

こ

の
日
寺
衆
が
観
音
大
士
殿
に
於
て
病
の
快
癒
を
所
つ
た
所
、
古
林
ζ
れ
を
聞
き
斥
け
て
「
生
可
レ懸
乎
。
死
可
レ避
乎
。
吾
素
悪
二諸
方
道
眼

不
明
一、
臨
絡
之
際
、
所
穰
卜
問
、
錯
齪
顛
倒
、
甚
二於
無
知
俗
子
一、
汝
等
置
二我
於
是
輩

一耶
」
と
云
つ
た
と
云
ふ
。
世
壽
六
十
八
、
曾
騰

五
十
五
。
貴
偶
に

「
昨
夜
間
亀
嵜
報
道
今
朝
吉
今
朝
吉
」
と
唱
ふ
。
滅
す

る
前
々
日
、
帥
ち
二
七
日
に
は
雪
窓

(
悟
光
?
)
が
古
林
を
訪

.

れ

て
ゐ
る
が
、
古
林
は
吾
を
逡
り
了
つ
て
去
れ
と
云
つ
て
留
め
、
二
十

一
日
に
は
蒋
山
曇
芳
、
龍
翔
笑
隈
が
來
う

て
緯
総
と
し
て
去
ら
な

か
つ
た
と
云
ふ
℃
此
等
の
入
達
は
古
林
と
挙
素
交
友
の
篤
か
つ
た
人
々
で
あ
ら
う
。
古
林
が
金
剛
橦
と
號
し
、
叉
休

居
斐
と
稻
し
た
こ
と

は
前
に
も
云
つ
た
。
竺
悟
は
行
實
に
晩
年
に
休
居
婁
と
稻
し
た
の
で
あ
る
と
云
つ
て
ゐ
る
。
隻
と
云
ふ
字
義
か
ら
し

て
恐
ら
く
さ
う
で
あ

ら
う
o

猫
絡
り
に
古
林
の
語
録
に
就
て

一
言
し
て
を
く
と
、
白
雲
、
開
元
の
両
度
と
永
幅
の
四
會
録
が
先
に
出
來
て
、
保
寧
の
語
は
編
次
さ
れ

る
逞
が
な
か
つ
た
と
云
ふ
。
竺
催
の
現
存
語
録
蹟
文
に
よ
る
と
こ
の
こ
と
を
次
の
如
く
に
云
つ
て
ゐ
る
。

「
佛
性
和
術
於
二
大
元
泰
定
丙
寅
間

一、
住
二保
寧
府
'、
仲
謀
献
公
首
座
、
以
二師
提
唱
㌔
、
四
方
學
者
孚
相
謄
為
、
烏
焉
迭
謬
爲
レ病
、
諸

轡
徳
檀
越
共
相
勤
力
、
姑
取
二呉
之
天
挙
前
後
開
元
井
饒
之
永
幅
'、

凡
四
會
録
以
先
繍
梓
、

便
其
観
覧
、

然
保
寧
之
語
釜
富
、

特
未

三
九



四
〇

レ婆

編
次

一也
L

即
ち
現
存
の
四
會
録
は
古
林
の
法
嗣
伸
謀
猷
が
師

の
語
の
提
唱
を
し
、
そ
れ
が
四
方
の
學
者
に
謄
爲
さ
れ
て
校
訂

の
後
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
q
然
も
こ
の
刊
行
を
見
た
の
は
古
林
の
残
年

に
近
く
で
、
保
寧
録
ま
で
編
せ
ら
れ
る
機
會
が
な
か
つ
江
も

の
と
見
え
る
。
保
寧

の
語
は
豊
富
で
編
次
が
容
易
の
こ
と
で
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
現
存
語
雀
に
よ
b

て
見
る
と
泰
定
乙
丑

(
二
年
)

に
縞
子
振
が
語
録
の

序
文
を
書
い
て
ゐ
て
、
竺
倦
の
去
ふ
泰
定
丙
寅
の
前
年
に
既
に
語
録
が
威
つ
。て
ゐ
た
こ
と
遍
知
ら
れ
る
。
仲
謀
獄

が
提
唱
す
る
に
は
提
唱

す

る
語
が
成

つ
て
ゐ
た
わ
け
で
恐
ら
ぐ
爲
本
で
あ
つ
た
も
の
が
、
泰
定
三
年
に
板
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
現
存
語
録
の
巻

一
.
白
雲
寺

語
録
は
平
江
路
永
壽
輝
寺
佳
持
小
師
元
浩
が
編
し
、
開
元
寺
語
録
は
清
欲
が
編
し
、
巻
二
永
幅
寺
語
録
は
饒
州
路
崇
報
騨
寺
佳
持
嗣
法
小

師
慮
椀
が
編
し
た
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
現
存
語
録
は
五
巻
か
ら
成
凱
、
四
會
録
は
二
雀
で
終
り
、
重
.拮
雪
蜜
學

古

一
百
則
が
巻
一『

小

参
普
読
が
巻
四
、
讃
、
頚
古
、
偶
頚
が
巻
五
を
な
し
て
ゐ
る
。
初
刊
の
當
初
が
か
か
る
五
巻
の
形
式
を
備

へ
て
ゐ
た
か
否
か
に
明
確
に
す

る

こ
と
が
出
來
な
い
◎

次
に
こ
の
語
録
の
我
國
に
將
來
さ
れ
、
我
國
で
開
板
に
な
つ
た
由
來
を
見
る
と
、
前
の
竺
倦
の
践
文
は
更
に
か
う
績
け
で
ゐ
る
。

蝋,藪
本
既
巳
流
通
、
往
往
南
詞
柄
子
、
携
レ來
不
レ
一
、
海
内
勝
流
、
感
羨
慕
レ
之
、

而
卒
不
レ能
レ獲
爲

レ恨
、
辛

巳
夏
森
輝
人
必
欲
二幹

募
刊
版

一、
以
結
二衆
縁

一、
等
持
古
光
元
暉
師
、
聞
慨
然
喜
日
、
昔
嘗
居
二其
座
下
一、

諸
彦
欲
二債
爲
一レ書

、
時
迫
二東
蹄
一不
レ果
、
今

當
以
森
公
之
志
、
以
補
二
所
欠

一、
由
レ是
爲
レ之
渤
縁
、
與
レ森
共
成
二其
事
、一、
明
年
秋
事
未
レ畢
》
森
復
南
詞
、

堂
中
第
二
座
龍
公
、
先

既

一
力
施
版
、
至
レ是
復
幹
募
、
以
畢
二其
事
一焉
」

支
那
で
は
こ
の
語
録
が
容
易
に
入
手
は
出
來
た
と
思
は
れ
、
そ
の
將
來
も

一
に
と

買
ま
ら
な
か
つ
た
が
、
我
國
で
は
こ
れ
を
獲
る
こ
と

が
困
難
で
あ
つ
た

こ
と
が
こ
の
文
に
よ
つ
て
窺
は
れ
、
途
に
森
暉
人
の
出
版
計
画
と
な
り
、
古
先
印
元
も
参
劃
し
た
。
然
し
森
藤
人
の
入

元

に
よ
つ
て
事
成
就
に
至
ら
す
、
龍
公
に
よ
つ
て
刊
行

の
こ
と
を
畢

へ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
龍
公
は
ま
た

「
一
力
施
版
」
と
あ
つ
て
猫

力

で
こ
れ
よ
り
先
に
も
刊
行
を
途
げ
て
ゐ
忙
こ
と
が
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
森
輝
人
は
竺
倦
下
に
あ
つ
た
入

で
あ
か
龍
公
と
は
春
屋

妙
繭
で
あ
ら
う
o

天
桂
集
前
偶
頒
に

「逡
森
待
者
南
訥
」
の
偶
頒
が
あ
る
。

古
林
の
五
巻
本
現
存
語
録
の
外
に
更
に
我
國
に
現
存
す
る
も
の
と
し
て
古
林
清
茂
輝
師
拾
遣
偶
頒
二
巻
が
あ
る
。

こ
れ
は
我
國
で
騙
集



さ
れ
た
も
の
で
、
竺
倦
の
法
嗣
の
椿
庭
海
封
の
編
に
か

」
る
。
拾
遣
と
あ
る
や
う
に
前
記
の
譜
録
に
な
い
偽
頚
を
集

め
た
も

の
で
あ
る
。

竺

倦
の
刊
古
林
和
両
拾
這
猶
頒
緒
が
巷
頭
に
あ
つ
て
編
集
月
行
の
因
縁
を
蓮
べ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
海
封
が
高
麗

耕
傳
の
抄
爲
本
を

得

て
板
勘
を
竺
倦
に
求
め
、
更
に
圓
曙
藏
主
の
虞
に
於
て
三
十
九
首
の
偶
頒
を
、
道
岐
首
座
の
膿
で
五
首
の
題
蹟
を
獲
て
同
じ
く
竺
催
に

校

正
を
求
め
、
先
に
竺
催

り
校
勘
に
よ
る
二
百
九
十
四
首
の
偶
頼
に
併
せ
て
開
板
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
圓
曙
は
知
ら
れ
な
い
が
、

道
鮫
は
後
で
述
べ
る
月
林
道
鮫
り
こ
と
で
あ
る
。
こ
σ
竺
倦
の
緒

に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
や
う

に
、
古
林
の
語
が
高
麗

に
既
に
渡
つ
て
知
ら

宴

て
ゐ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
語
録
撃
五
の
偶
頼
に
高
麗
か
ら
藏
維
.の
璽
つ
た
こ
と
を
よ
ん
だ
も

の
が
あ
る
が
、
高
麗

と

の
直
接
交
渉
が
古
林
在
世
中
か
ら
あ
つ
た
も
の
工
如
く
で
あ
る
。

一
一

主

な

る

門

下

支

那

五
燈
全
書
巷
五
十
二
に
よ
れ
ば
右
の
五
人
の
法
嗣
を
學
げ
て
ゐ
る
。

南
堂
了
蕎
清
欲
輝
師
、
定
慧
大
刀
因
輝
師

實
蕎
松
隠
茂
輝
師

仙
巖
仲
謀
猷
輝
師

龍

華
會
翁
海
藤
師

増
集
績
傳
燈
録
巻
六
に
は
こ
の
五
暉
師
の
外

に
竺
仙
梵
仙
を
學
げ
て
ゐ
る
が
、
五
燈
全
書
及
び
全
書
よ
り
少
し
先

に
撰
せ
ら
れ
た
、
禎

燈
存
藁

に
至
つ
て
竺
仙
が
如
何
な
る
理
由
に
基
い
て
か
除
外
さ
れ
た
。
竺
仙
は
我
國
に
來
朝
し
た
人
で
♪
我
國
人
の
法
嗣
を
違

べ
る
場
合

に
去
ふ
と
し
て
、
先
づ
五
燈
全
書
の
云
ふ
五
繹
師
に
就
て
見
よ
う
。

イ

了

巷

欲

清

了
蕎
の
傳
は
可
成
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
掲
來
、
根
本
資
科
と
も
云
ふ
べ
き
宋
源
撰
の
慈
雲
普
濟
騨
師
.」
縫
欲
公
行
道
記
、
壌
集
績
醇

燈
鋒
巻
六
所
載
の
傳
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

諜
は
清
欲
、
字
は
了
巷

別
に
南
堂
と
號
し
た
。
台
州
臨
海
の
人
で
九
才

の
時
、
孤
伸
父
茂
上
人
に
鑓
つ
て
径
山
に
登
り
、十
六
に
し
て

四

一



四
二

虎
岩
浮
伏
に
依
つ
て
得
度
し
た
。
時
に
叔
父
に
當
る
希
白
明
藏
主
、
育
王
の
横
導
如
洪
の
會
中
よ
り
來
て
、

一
見
し

て
了
蕎
の
法
器
な
る

こ
と
を
知
膨
、
そ
の
指
導
に
つ
と
め
た
が
、
そ
の
氣
鏡
の
甚
し
き
に
よ
り
、
古
林
に
あ
ら
す
し
て
は
師
と
な
す
に
足
る
も
の
が
な
い
と
し

て
、
開
元
寺
の
古
林
下
に
参
す
る
こ
と
を
薦
め
た
。
了
巷
は
中
至
仁
が

「南
堂
和
尚
語
録
績
集
序
」
に

「
書
林
脚
師
出
東
南
、
以
無
隠
辮

才
、
'開
大
法
施
、
便
臨
済
之
道
、
震
耀
天
下
、
若
雷
窪
若
日
月
、
眞
所
謂
命
世
宗
蔀
也
、
嗣
興
者
南
堂
脚
師
、
尤
能
大
其
聲
、
以
鳴
其
道
」

と
云
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
恐
ら
く
古
林
下
に
於
け
る
最
も
傑
幽
し
忙
怯
嗣
と
云
ふ
ヒ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
了
蕎
が
古
林
に
結
ば
れ

る
因
繰
は
こ
の
時
に
熟
し
た
の
で
あ
る
。
開
元
寺
に
古
秣
に
見
え
た
問
答
に
、

性

(
古
林
)
問
云
、
近
離
何
盧

師
云
、
径
山

性
云
、
船
來
陸
來

師
云
、
二
倶
不
レ渉

性
云
、
汝
安
得
到
レ此

師
便
喝

性
云
、
難
昌是
後
生

一却
堪
二彫
琢
.一

-

と
見
え
て
ゐ
る
が
、
了
養
.が
古
林
に
参
じ
忙
時
に
は
既

に
ひ
と
か
ど
の
力
量
を
備

へ
て
ゐ
た
。
つ
い
で
東
喚
徳
海

に
楓
橋
に
、
東
州
壽

永

に
盧
丘
に
往
い
て
謁
し
て
推
重
せ
ら
れ
、
皇
慶
二
年
古
林
が
再
び
開
元
寺
に
佳
す
る
に
及
ん
で
入
院
待
者
と
な

つ
た
。
更
に
藏
鍮
と
も

な
つ
た
。
叉
径
山
に
還
り
盧
谷
希
陵
が
延
肪
三
年
仁
宗
の
旨
に
よ
つ
て
径
山
に
主
と
な
る
に
(
五
燈
全
書
巻
十
、
嘘
谷
傅
)選
ば
れ
て
後
堂

首
座
と
な
り
、
古
林
が
建
康
保
寧
寺
に
遷
つ
て
は
分
座
読
法
し
た
。
天
暦
二
年
漂
水
(
江
蘇
省
)
の
開
幅
寺
に
掛
世
し

て
古
林
の
法
を
嗣
い

で
拮
香
し
、
元
統
元
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
嘉
興
の
本
蝿
寺
に
遜
つ
た
。
時
に
帝
師
大
寳
法
王

(
順
帝

々
)
は
金
禰
衣
井
に
慈
雲
普
濟

鐸
師
の
號
を
賜
つ
た
。
本
畳
に
あ
る
こ
と
十
年
、
偶

ζ
訴
の
こ
と
あ
つ
て
難
察
御
史
、
師
を
傲

へ
て
問
ふ
や
、
吾
ゆ
林
下
の
人
の
み
と
云

'

ひ
、
法
家
の
面
倒
な
交
渉
を
避
け
て
本
畳
の
席
を
邊
き
、
.寺
の
南
堂
に
居
し
た
。
至
正
五
年
七
月
十

一
日
蘇
州
盤
巖
寺
の
請
に
慮
じ
て
到

る
に
袖
子
風
を
聞
い
て
輩
つ
た
と
云
ふ
。
居
る
こ
と
三
年
復
南
堂
に
蹄
つ
て
隠
れ
た
。
幾
く
も
な
く
し

て
本
覧
も
南
堂
も
兵
の
江
め
に
鳳



れ

、
姪
曾
祖
濡
の
謀
に
よ
つ
て
室
を
築
き
、
所
謂
慈
雲
塔
院
に
居
し
た
。
了
巷
は
榮
名
を
土
芥
の
如
ぐ
に
奔

て
玉
顧

み
な
い
入
で
、
至
正

廿

一
年
夏
、
.江
漸
行
省
左
丞
相
康
里
な
る
も
の
が
大
刹
に
迎

へ
や
う
と
し
た
が
就
か
す
、
日
に
松
雲
の
間
に
坐
し
、
出
水
の
蓮
華
の
如
く

に
風
に
僑
つ
て
猫
笑
し
老
の
ま
さ
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
な
か
つ
忙
と
云
ふ
。
翌

々
至
正
廿
三
年
八
月
二
十
五
日
世
壽
七
十
六
、
曾
膿

六
十
を
以
て
寂
し
た
。
遣
偏
に

「
七
十
六
年
、
無
後
無
先
、
聖
凡
情
盤
、
明
月
中
天
」
と
唱
ふ
、
語
録
九
毬
が
現
存

し
、
學
殖
も
豊

か
で

あ

つ
た
こ
と
が
察
せ
ち
れ
叉
同
門

の
謀
猷
と
共
に
古
林
の
績
修
宗
門
統
要
を
助
け
た
と
も
云
ふ
。

了
蕎
の
古
林
に
賛
し
た
も
の
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

先

保

寧

和

樹

無
住
爲
本
、
妙
有
爲
用
、
入
佛
入
魔
、
白
磯
百
中
、
埣
悪
叉
聚
、
樹
金
剛
撞
、
不
離
本
際
、
普
慮
殊
方
、

一
柱
整
天

、
三
關
盲
聞
、
東
山

瓦
鼓
歌
、
少
林
無
孔
笛

.
爲
天
柱
佳
無
住
賛

咄
哉
休
居
、
若
爲
描
書
、
三
尺
竹
箆
、
天
上
天
下
、
便
是
補
威
慈
尊
也
、
須
勘
過
了
打
、
只
介
破
沙
盆
、
索
起
遼
天
債
、
秋
林
十
萬
莫
學

渠

、
學
渠
和
我
遭
人
罵

爲
兜
率
柱
秋
林
養

滅

却
正
法
限
、
干
生
恣
拍
盲
、
面
南
看
北
斗
、
當
午
打
三
更
、
此
闘
詔
不
起
、
西
丘
話
大
行
、
扶
桑
東
畔
看
、
萬
國

日
輪
明

爲
日
本
感

出
玖
石
室
賛

虹
光
貫
地
氣
衡
天
、
肋
下
眞
堪
築
痛
拳
、
黒
漆
竹
箆
鍬
海
岳
、
正
宗
滅
向
膳
騒
邊

爲
興
聖
碕
元
瑛
賛

ロ

仲

謀

良

猷

,
譲
は
良
猷

字
は
仲
謀
、
仲
謀
の
傳
は
殆
ん
ど
知
る
資
料
が
見
當
ら
な
い
が
、
僅
に

「
古
林
清
茂
輝
師
拾
遣
偶
頚
巻
上
」
の

「
猷
藏
主

相
訪
」
の
注
記
に
よ
る
と
、
古
林
が
こ
の
仲
謀

の
訪
れ
て
來
た
の
を
偶
頚
に
よ
ん
だ
時
が
、
最
初
の
相
見
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
云

ふ
。

「
是
後
往
往
随
途
之
、
鮮
離
左
右
、
蒙
在
保
寧
時
、
爲
座
元
」
と
も
述

べ
て
ゐ
る
所
に
よ
る
と
、
古
林
に
謁
し

た
の
は
少
く
と
も
.古

林

が
保
寧
に
崩
世
す
る
以
前
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
、
時
に
既
に
藏
主
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
他
の
誰
か
に
も
從
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
了
奄
の
傳
の
場
合
に
も
云
つ
た
や
う
に
、
吉
林
の
宗
門
統
要
績
修
に
力
を
つ
く
し
た
と
も
云
ふ
か
ら
恐
ら
く
古
林
の
永
編
在
寺
時
分

に
参
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
了
蕎
も

「
仲
謀
法
見
」
(
了
蕎
語
録
巻
六
)
と
呼
ん
で
を
ゆ
、
醤
参
の
人
で
あ
つ

た

と
思
は
れ
る
。
後
、
漂

四
三



四
四

水
無
想
寺
に
出
　世
し
、
潅
州
仙
巖
寺
に
悪
つ
た
。
五
燈
全
書
巻
五
十
二
所
牧
の
傅
に
は
最
も
多
く
そ
の
語
を
録
し

て
ゐ
る
が
、
別
行
の
語

録
と
て
存
す
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
も
極
め
て
少
な

い
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
了
蕎
と
は
親
し
い
闇
柄
で
あ
つ
た
ら
し
く
て
、
了

蕎

0
語
録
の
う
ち
に
は
仲
謀
に
封
す
る
賛
語
、
偶
頚
等
が
敷
箇
庭
見
え
て
ゐ
る
。
獲
年
は
不
詳
で
あ
る
。

ハ

大

方

園

諌
は
因
の

一
字
の
み
知
り
得
、
字
は
大
方
。
鄭
明
徳
の
銘
が
存
し
た
こ
と
を

「
了
蕎
清
欲
暉
師
語
録
」
雀
七
の

「悼
定
慧
大
方
」
の
偶

類

の
注
記
に
も
云
つ
て
ゐ
る
し
、

「綾
燈
存
藁
」
巻
七
所
牧
の
大
方
傳
に
も
云
つ
て
ゐ
ゐ
っ
銘

の
略
記
で
あ
る
と
云
ふ
了
蕎
偶
頚
の
注
記

に
よ
れ
ば
、
至
正
十
六
年
春
に
卒
江
定
慧

に
住
し
、後

に
鰻
岩
山
華
首
座

の
房
に
僑
居
し

同
十
八
年
九
月
十
四
日
、
薪
を
高
棚
に
農
み
、

犬
を
獄
じ
て
大
火
聚
中
に
化
し
去
つ
た
と
し
て
ゐ
る
。
了
蕎
の

「
悼
定
慧
大
方
」
の
四
偶
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

佛

日
西
傾
不
奈
何
、
奮
身
揮
起
魯
陽
曳
、
向
來
入
室
操
弐
者
、
火
後
争
牧
設
利
羅

彩
鳳
翻
室
出
盛
時
、
金
鳥
礫
破
五
須
彌
、
全
身
跳
入
火
中
洛
、
後

世
無
勢
問
随
皮
、

吾
嚢
不
復
夢
周
公
、
公
識
吾
嚢
堂
夢
中
、
勝
熱
高
風
冠
今
古
、
硯
池
無
底
大
焼
塞

善
悪
由
來
只
両
岐
閉
眸
作
夜
亦
奨
爲
、
鄭
公
筆
力
堪
打
鼎
來
爲
輝
師
化
碑

,

大
方
が
何
時
古
林
に
参
じ
た
か
、
そ
の
点
は
全
く
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
す
、
唯
法
嗣
の

一
人
と
し
て
数

へ
る
の
み
で
あ
る
。
古
林

清

茂
灘
師
語
録
巻
五
に

「
逡
因
侍
者
蹄
瀾
」
の
偶
頚
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
こ
の
因
が
恐
ら
く
大
方
因
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

二

松

隠

茂

こ
の
人
も
誰
は
茂
と
あ
る
の
も
で
あ
る
。
字
は
松
隠
、
奉
化
の
人
。
「
績
燈
存
藁
」
巻
七
、
「
五
燈
全
書
」
巻
五
十

ヱ
所
牧
の
傳
に
比
較

的

詳
し
い
。
幼
よ
り
習
輝
を
好
み
跣
坐
す
れ
ば
且
に
達
し
た
と
云
は
れ
る
。
十
八
才
の
時
、
杭
州
簿
法
寺
希
顔
に
投
じ
て
落
髪
し
、
昭
慶

寺
恵
律
師
に
戒
を
藁
け
た
。
参
方
し
て
雲
居
に
南
澗
泉
を
訪
ひ
、
更
に
泉
の
命
に
よ
つ
永
幅
寺
に
古
林
に
見
え
た
。
古
林
と
の
問
答
に

林
間
、
來
作
二什
籔
一

.

師
日
,
生
死
事
大
特
求
二出
離
;

林
日
、
明
知
二四
大
五
纏
是
生
死
根
本
一、
何
緑
入
二此
革
嚢
一



師
擬

レ蜀

林
便
打

師
諮
然
悟
入

と
云
ふ
こ
と
が
あ
つ
て
諮
然
悟
入
し
た
と
傳

へ
て
ゐ
る
。
古
林
は
松
嵐
の
雛
を
愛
し
て
第

一
座
に
居
ら
し
み
た
。
叉
月
江
正
印
の
道
場

に
分
座
論
法
し
、
至
正
二
年
、
行
宣
政
院
の
請

に
よ
つ
て
明
州
瑞
雲
山
清
涼
寺
の
主
・と
な
つ
た
。

一
佳
十
五
年
、
東

堂
に
退
隠
し
、
山
を

下
る
こ
と
が
な
か
つ
た
と
云
ふ
。
獲
年
は
知
ら
れ
な
い
が
世
壽
八
十
五
、
曾
畷
七
十
に
し
て
寂
し
た
。
佛
光
普
照
大
師
と
謹
さ
れ
て
ゐ
る
。

古
林
清
茂
下
に
は
こ
人
の
茂
首
歴
が
ぬ
た
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
古
林
の
語
録
巷
五
に

「茂
首
座
請
讃
」
と
し
て
次
の
自
讃
が
載
つ
て
ゐ

る
。
果
し
て
茂
鳳
松
隠
茂
の
こ
と
な
る
か
疑
問

の
ま

瓦
左
記
に
墨
げ
て
を
か
う
。

-

是
亦
翔
非
動
亦
、
併
蕩
三
要
三
玄
、
徽
膳
摩
醗
正
限
、
箇
是
楊
岐
栗
蓬
、
不
比
睦
憺
板

古
林
清
茂
輝
師
拾
遺
偶
頒
巻
上
に
「賜
魯
松
庵
茂
首
座
號
孤
雲
」
と
見
え
て
ゐ
る
茂
首
座
が
考
へ
ら
れ
る
。
松
懸
茂
と
同
人
か
不
明
で
あ
る
。

ホ

會

翁

清

海

諜
は
清
海
、
字
は
會
翁
、
了
蕎
と
同
じ
く
臨
海

の
人
で
あ
る
。
年
三
十
に
し
て
家
を
棄
て
、
径
山
虎
巖
澤
伏
に
投
じ
て
魏
髪
し
、
つ
い

で
天
日
中
峯
明
本
に
謳
示
を
求
め
た
。
中
峯
下
に
あ
つ
て
は
寝
食
を
塵
す
る
こ
と
久
し
く
て
努
力
し
た
が
悟
入
す

る
に
至
ら
す
、
時
に
束

洲
壽
永
が
虎
丘
に
、
古
林
が
開
元
に
、
束
喚
徳
海
が
楓
橋

に
住
し
て
ゐ
た
の
で
、
蘇
州
に
往
つ
て
こ
の
三
大
老
の
門

に
出
入
し
た
。
年
有

つ
て
省
州
龍
華
寺
に
出
世
し
て
法
を
古
林

に
嗣

い
た
。
九
十
三
才
に
な
つ
て
育
主
に
抵
り
、古
林
の
師
で
あ
る
横
川
如
瑛
の
組
塔
を
守
り
、

此
虞
に
寂
し
た
。
残
年
は
知
る
-こ
と
が
出
來
な
い
。
古
林
の
語
録
魅
三
に

「
示
海
首
座
省
母
」
と
云
ふ
法
語
が
有
る
が
、
恐
ら
く
會
翁
に

示
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

猫
こ
の
外
、
古
林
下
の
傑
れ
た
人
と
し
て
は
承
宣
が
有
り
、
前
に
も
述
べ
た
が
、
古
林
の
重
拮
雪
寳
學
古

一
百
則
を
集
め
て
世
に
行
つ

た
。
承
宣
は
泉
州
の
人
、
無
言
と
號
し
、
古
林
が
虎
丘
松
隆
の
祖
塔

の
室
に
居
し
た
時
、
菖
藏
主
と
共
に
左
右
に
服
勤
し
た
。
然
し
法
は

古
林
に
嗣
か
す
、
資
輻
、
江
心
、
能
仁
に
佳
し
仁
が
法
道
が
、振
は
な
か
つ
た
と
云
ふ
。
法
を
佗
に
謝
い
た
と
云
ふ
こ
と
に
封
し
て
當
時
非

難

が
あ
つ
た
。

四
五



四
六

菖
藏
主
に
就
て
は
古
林
の
語
録
春
五
に

「
菖
藏
主
請
賛
」
の
古
林
の
菖
藏
主
の
た
ぬ
に
し
た
自
讃
が
見
え
て
ゐ
る
。

又
馬
古
林
下
に
鎧
上
人
な
る
入
が
ゐ
て
,
こ
れ
が
古
林
と
瀞
足
で
あ
つ
た
こ
と
を
竺
倦
が

「來
來
輝
子
集
」
の
う
ち
で
述

べ
て
ゐ
る
。

三

ー
主

な

る

門

下

日

本

イ

ー竺

倦

梵

藩

先
づ
渡
來
僧
と
し
て
、
古
林
の
風
を
我
國
に
傳

へ
た
も
の
と
し
て
竺
催
梵
催
を
學
げ
な
く
て
は
な
ら
凝
い
。
梵
催
は
謹
、
、竺
倦
は
字
で

あ
る
。
.來
來
脚
子
と
號
し
、
或
は
寂
勝
憧
と
號
し
、
勉
年
郷
土
を
思
ふ
て
思
蹄
嬰
と
も
云
つ
た
。
竺
催
の
傅
に
就

て
は
古
林
下
の
同
参
で

あ
つ
た
了
苓
が

「
竺
偲
和
爪何
行
道
記
」
を
書
い
て
ゐ
る
が
こ
れ
が
最
も
根
本
資
科
で
あ
ら
う
。
竺
倦

の
法
嗣
海
壽

が
師
の
行
述
を
携

へ
て

渡
海
し
、
・了
巷
に
こ
の
記
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
叉
、
翰
林
學
士
臨
川
蓼
素

の
撰
・し
た

「
日
本
建
長
竺
催
和
術
塔
銘
」
が
有
る
が
、
行

道
記
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
増
集
績
傳
燈
録
巷
六
に
も
ま
た
竺
催
傳
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
簡
略
な
も

の
で
あ
る
。
今
、
、王

と
し
て
行
道
記
に
よ
り
、
他
の
資
科
ー
語
録
等
を
も
参
照
し
て
竺
催
の
経
歴
を
眺
め
て
見
よ
う
。
竺
倦
は
明
州
象
山
縣
の
人
で
至
元
廿
九

年
十

一
月
に
生
れ
六
才
郷
校
に
入
り
、

一
年
に
し
て
韻
書
の
魏
切
に
通
じ
人
の
心
経
を
訥
す
る
を
聞

い
て
能
く
記
憶
し
た
と
云
は
れ
る
。

幼

に
し
て
宗
敦
的
素
質
の
豊
か
な
人
で
あ
つ
た
ら
し
く
輩
麗
を
絶
し
た

と
云
は
れ
、
父
母
は
そ
の
素
質
か
ら
し
て
十
才
の
時
に
、呉
興
の
贅

幅
寺
別
流
源
に
從

つ
て
騙
烏
た
ら
し
め
・た
。
十
八
才
、
抗
州
襲
山
に
往
き
瑞
雲
隠
に
依
つ
て
度
牒
を
得
、
そ

の
師
た
る
虎
巖
浮
伏

の
塔

の

禮
し
で
剃
髪
し
忙
。
つ
い
で
遊
方
し
、
首
め
に
浮
慈
に
晦
機
元
熈
に
謁
し
、
次
に
天
童
に
雲
外
雲
嫡
に
、
更
に
四
明
開
商
隠
予
の
名
を
聞

い
て
参
じ
た
。
叉
抗
州
に
逼
り
璽
翌
に
元
隻
に
行
端

に
、
澤
慈

に
東
喚
徳
海
に
依
り
、
虎
胞
に
止
岩
成
に
も
見
え
た
。
止
岩
示
す
に
鎭
海

明
珠
の
話
を
以
て
し
、
徴
詰
す
る
に
滞
る
こ
と

が

な

か
つ
た
と
せ
ら
る
。
然
し
竺
倦
自
ら
安
ん
す
る
所
な
く
明
師
に
遇

つ
て
大
事
を
決

了
せ
ん
こ
と
を
観
音
に
所
つ
た
。
時
に
天
目
に
中
峯
明
本
が
有

つ
て
法
憧
を
拐
ぐ
る
を
知
つ
て
往

い
て
参
じ
た
。

中
峯
は
元
代
に
於
け
る

屈
指
の
脚
者
で
あ
る
が
、
竺
倦
を
見
て
奇
道
の
人
な
り
と
許
し
て
ゐ
る
b
中
峯
が
竺
倦

の
論
を
な
し
て
鱈
つ
た
の
は
此
の
時
で
あ
る
と
云

ふ
。



偶

く
建
康
よ
り
來
つ
た
曾
が
あ
つ
て
、保
寧
に
於
け
る
古
林
の
鉗
鋭
の
天
ド
に
妙
な
る
こ
と
を
傳

へ
た
。
竺
倦
は
帥
宥
往
い
て
蹄
し
た
数

そ

の
求
め
て
や
ま
ざ
る
道
心
の
熱
烈
さ
は
決
し
て
安
易
な
自
己
満
足
を
許
さ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
適

ζ
古
林
の
陛
座
に
遇
ひ
、

一
た
び

學

唱
を
聞

い
て
心
地
諮
然
し
座
下
に
進
拝
し
て
問
答
往
來
し
た
。

〔
保
寧
古
林
)問
二
郷
里
一

-

師
日
、
明
州

寧
日
、
明
州
,
有
二布
袋
和
荷
一是
否

師
日
、
是
、
帥
今
叉
不
レ在
二那
裏
一

寧
日
、
他
論
二等
個
人
一聾

師
日
、
郎
今
來
也

寧
日
、
作
旧荷

面
一目
一

-

.

師
日
,
且
講
二跣
坐

一、
容
二梵
催
禮
拝
'

古
林
は
欣
然

と
し
て
竺
催
の
弟
子
の
列
に
加
ふ
こ
と
を
許
し
た
。
叉
、
古
林
は
示
す
に
濯
奄
の
佛
果
の
虞

に
在

つ
た
羅
妄
想
の
話
を
以

て
し
た
こ
ε
が
あ
つ
た
。
竺
催
は
畳
え
す
汗
流
れ
て
背
に
あ
ま
ね
く
し
、
,語
の
封
す
べ
き
も
の
が
な
か
つ
た
。
こ

の
課
題
は
竺
倦
を
苦
し

め
た
。

一
日
湯
泉
に
遊
ん
で
大
慧
廣
録
を
閲
し
、
睨
然
と
し
て
こ
れ
を
開
悟
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
竺
倦
は
回
り
て
所
悟
を
古
林
に
通
じ

た
。寧

間
日
、
欄
前
日
因
レ甚
納
二敗
闘

一

・

師
日
、
不
敢

寧
日
、
放
二
傭
三
十
捧
一

こ
れ
よ
り
師
資
相
契
ふ
た
と
云
は
れ
る
。
其
後
,
清
涼
に
典
藏
と
な
っ
て
道
聲
高
く
、
道
奮
の
も
の
江
陰
の
白
龍
に
招
い
た
が
就
か
な

か
つ
た
。
天
暦
二
年
径
山
に
登
り
、時
に
明
極
楚
俊
が
文
、麿
二
首
座
の
拝
請
に
依
て
艮
本
に
赴
く
に
會
ひ
、
明
極

に
從

つ
で
日
本

に
渡
る

こ
と
に
な
つ
た
。
竺
倦
は
南
輝
寺
語
録
に
見
ゆ
る
明
極
和
両

七
周
忌
辰
普
読
に
云
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
明
極
に
階
俘
し
て
我
國

犀
來
る
こ

四
七
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八

と

は
再
び
蹄
國
の
困
難
な
る
を
思
う
て
欲
す

る
所
で
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
が
、
明
極
及
び
文
、
廣
二
首
座
の
読
得
に
よ
つ
て
、
天
暦
二

年
、
我
が
元
徳
元
年
五
月
に
明
極
に
從
つ
て
幅
建
を
離
れ
、
六
月
太
宰
府
に
着

い
た
。
竺
倦
は
正
に
三
十
八
才
で
あ
つ
た
。
竺
催
が
日
本

に
渡

る
に
到
る
決
意
を
し
た
の
は
ー
若
し
こ
れ
が
眞
實
で
あ
る
と
す
れ
ば
ー
嘗
つ
て
古
林
が
、
禰
は
異
時
化
を
日
本
に
大
に
す
る
で
あ
ら

へ

う
と
の
こ
と
を
云
つ
た
こ
と
を
追
念
も
し
て
の
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
遠
く
我
國
に
來
る
こ
と
を
躊
躇
し
つ
玉
も
途

に
來
つ
た
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
明
極
は
古
林
の
師
で
あ
る
横
川
如
鋲

に
参
じ
、
虎
巖
浮
伏
に
法
を
嗣
い
た
人
で
、
古
林
と
の
親
縁
の
間
柄
で
有
り
、
恐
ら
く
竺

催

は
古
林
と
明
極
と
の
了
解
の
上
で
、
明
極
に
從

つ
て
來
た
の
で
あ
ら
う
。
竺
纒
は
虎
巖
の
塔
を
拝
し
て
剃
髪
し
た
因
緑
も
有
り
、
明
極

と
の
關
係
も
又
深
い
も
の
が
存
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
。

元
隻
行
端
の
嗣
で
あ
る
行
中
至
仁
が
、

竺
倦
和
術
語
録
に
序
し
、

「
惟
古
林
諸
子
多
賢
、

而
耕
然
出
者
二
人

、

其

一
南
堂
欲
公
、
道

鳴
二申
國
一、
其

一
竺
倦
、
化
徹
二異
邦
一、
可
レ謂
二
甘
難
門
突
」
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
確
に
竺
倦
は
古
林
下
に
傑
出

し
た
人
で
あ
つ
㌃
。
竺

倦
は
支
那
に
あ
つ
て
は
專
ら
内
に
道
業
を
磨
き
、
化
を
外
に
盛
ん
に
す
る
と
云
ふ
ζ
と
は
な
か
つ
た
が
.
我
國
に
來
朝
後
は
道
望
自
ら
高

く
、
其
の
化
に
浴
す
る
も
の
は
彩
し
き
も
の
が
有
り
、
行
中
の
序
言
は
決
し
て
盧
言
で
は
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。

竺
倦
は
太
宰
府
に
着
く
や
迎

へ
ら
れ
て
犬
慶
精
舎
に
舘
七
、
大
友
直
蕎
(
拙
稿
、
大
友
直
蕎
に
就
て
参
照
)は
豊

後
萬
壽
等
に
聰
せ
ん
と

轟

し
た
が
、
竺
倦
の
名
巳
に
鎌
倉
幕
府
に
達
し
て
ゐ
て
施
留
す
る
こ
と
が
出
來
す
、
翌
元
徳
二
年
二
月
に
は
鎌
倉
に
入
つ
た
。
明
極
の
建
長

寺
に
住
す
る
に
そ
の
第

一
座
と
な
り
明
極
の
弟
子
、
越
後
守
高
景
奏
し
て
明
極
を
嗣
い
で
南
藤
寺
の
席
に
迎

へ
や
う
と
し
た
が
拒
み
、
復

重
ね
て
萬
壽
寺
に
膀
せ
ら
れ
も
し
た
が
往
か
す
、
正
慶
元
年
二
月
十
四
日
北
條
高
時
の
請
に
よ
つ
て
浮
妙
寺
に
佳
し
た
。
開
堂

の
日
辮
香

を
古
林
の
た
め
に
熱
向
し
て
ゐ
る
。
古
林
の
示
寂
を
竺
催
が
知
つ
た
の
は
元
徳
二
年
七
月
二
十
三
日
の
こ
と
で
、
「
來
來
輝
子
東
渡
集
」
に

は

「
祭
二佛
性
和
尚

一」
の
文
が
見
え
て
居
り
、
う
ち
に

「
不
省
去
載
己
巳
東
來
、
不
レ得
一與

レ師
挟
別
一有
レ懐
二萬
里
一未
レ由
二再
蜆
一、
今

年
七
月
二
十
三
日
聞
二師
化
一、
始
以
爲
レ謎
、
不
レ信
詰
レ之
、
又
詰
レ之
果
然
、
使
下
人
如
レ負
二芒
刺
一、
如
レ飲
二鳩
毒

一、
如
レ醇
如
上
レ焚
、

不
レ知
三
其
芽
レ欝
優
什
レ　
」
と
云
つ
て
ゐ
て
、
師
を
思
ふ
切
な
る
心
情
を
吐
露
し
て
ゐ
る
。
竺
倦
が
明
極
を
嗣
い
で
南
輝
に
佳
す
る
こ
と

を
拒
ん
だ
の
も
こ
の
心
情
に
於
て
然
ら
し
め
た
も
の
で
、
他
意
あ
つ
て
の
こ
と
で
な
か
ら
う
。
足
利
奪
氏
、
直
義

の
兄
弟
相
共
に
ま
た
蹄

崇
し
、
建
武
元
年
十

一
月
十
五
日
浮
智
寺
に
主
と
な
つ
た
。
入
寺
に
際
し
て
三
萬
金
と
三
千
畝
の
地
を
尊
氏
は
浮

智
に
寄
せ
た
。
翌
、
天



柱

峰
下
の
故
堤
を
以
て
藩
塔
と
な
し
、
其
の
山
下
に
海
を
見
下
し
、
穆
伽
山
に
類
す
る
勝
景
を
愛
し
た
。
こ
の
地
に
叉
携
伽
院
を
溜
め
、

榜

し
て
心
地
要
門
と
云
ひ
、
燕
居
の
所
を

ご
果
乾
坤
と
、
云
ひ
、
語
心
堂
と
云
ひ
、
含
膵
室
と
云
ひ
、
最
勝
釜
と
も
云
ひ
、
絶
頂
に
は
亭

を
作
つ
て
妙
高
と
云
つ
た
。
妙
高
亭
と
題
す
る
三
首
の
偶
頒
が
「
竺
倦
和
尚
犬
桂
集
」
に
出
て
ゐ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

一
首
に
「
到
二此
虚
塞

最
上
嶺
舗、
却
於
二
尼
下
一看
青
天
一、
徳
雲
行
虚
日
車
午
、
照
見
別
峯
横
二翠
煙
一」
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
建
武
五
年

十
月
三
臼
に
は
大
友
直

蕎

の
子
氏
康
の
請
に
よ
つ
て
三
浦
の
無
量
壽
寺
の
開
山
と
な
つ
て
入
寺
し
、
其
後
は
楊
伽
院
に
居
を
ト
し
て
ゐ
た

。
暦
慮
四
年
四
月
十
三

日
。
光
嚴
上
皇
の
院
宜
に
よ
つ
て
南
郡
寺
に
開
堂
演
法
し
た
。
南
輝
寺
出
世
に
就

て
は
尊
氏
、
直
義
の
篤
き
婦
依

に
よ
る
支
援

の
あ
つ
た

こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
田
世
の
後
は
屡

々
兄
弟
共
に
参
じ
、
袋
龍
肢
を
難
ち
、
錯
春
享
を
作
り
景
致
に
カ
を

つ
く
し
た
。
そ
の
入
寺

の
年
八
月
十
五
日
は
後
醍
醐
天
皇
の
三
周
忌
に
遇
か
て
冥
徳
を
所
り
、
叉
九
月
十
五
日
は
亀
山
上
皇
の
三
十
七
回
忌
に
値

つ
て
功
徳
を
追

　

崇
し
た
。
叉
同
年
八
月
に
ぼ
朝
廷
南
脚
寺
を
以
て
五
山
の
上
位
に
昇
せ
、
天
下
第

一
刹
と
せ
ら
れ
た
。
時
に
竺
倦
上
堂
し
て

「
南
繹
無
意
上
二諸
方
一、
院
宰
朝
臣
力
主
張
、
合
下
把
二盧
塞
'爲
下
法
座
上
ゐ
宜
下
將
二大
地
一作
中
輝
床
上
、
費
書
暦
感
年
中
際
、
檀
起
毘
鷹

頂
上
行
。.
款
解
韻
頭
天
外
看
、
霜
鐘
金
鼓
振
二高
堂
」

と
云
つ
て
ゐ
る
。
十
月
七
日
に
は
南
山
士
雲
の
七
周
忌
を
修
し
た
。
暦
悠
五
年
正
月
退
席
を
志
し
、
一
且
退
院
上
堂
を
し
た
が
、尊
氏
、

上
皇
に
奏
聞
し
て
院
宣
の
降
下
を
願
ひ
、再
び
爾
騨
の
席
に
と
讐
ま
ら
し
め
た
。
こ
の
年
九
月
二
十
七
日
、
明
極
楚
俊
の
七
周
忌
を
行
ひ
、

陞
座
普
読
を
し
て
ゐ
る
。
普
読
の
う
ち
に
、
同
行
者
を
失
つ
た
寂
し
い
心
情
が
偽
り
な
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
思
蹄
曳
と
號
し
て
郷
,國
を

慕

つ
た
心
持
が
察
せ
ら
れ
る
、
康
永
二
年
五
月
、
光
嚴
上
皇
南
輝
に
臨
幸
せ
ら
れ
、
竺
倦
は
上
皇
に
樹
し
て
陞
座
し
た
。
龍
顔
大
い
に
悦

び
た
ま
ひ
鱗
を
賜
つ
て

「師
其
加
饗
、
母

硯

験
也
」
と
仰
せ
ら
れ
た
9
康
永
三
年
四
月
二
B
、
南
灘
ご
世
現
捲
初
圓
の
三
十
三
年
忌
を

修
し
た
の
を
最
後
に
南
騨
を
。勇
退
し
、
本
寺
に
壽
塔
を
建
て
工
榜
伽
院
と
稻
し
て
此
庭
に
居
し
た
。

貞
和
二
年
二
月
、
翼
如
寺
の
請
を
受
け
て
入
寺
し
、
同
年
十

一
月
廿
九
日
に
は
尊
氏
の
請
を
入
れ
て
建
長
寺
に
住
し
た
。
同
四
年
四
月

疾
に
よ
つ
て
こ
れ
を
僻
し
、
七
月
に
は
浮
智
寺
穆
伽
院
に
病
を
養
つ
た
が
尉
月
十
六
日
、
…逐
に
五
十
七
才
の
生
涯
を
此
堤
に
絡

つ
た
。
竺

倦
に
は
澤
妙
、
浮
智
鋭
沈
無
還
壽
、
南
騨
眞
如
、
建
長
の
五
會
語
録
の
外
に
來
來
騨
子
集
、
天
柱
集
、
樹
時
集
、
東
渡
集

の
詩
文
集
が
有

り
、
學
徳
共
に
傑
掛
し
た
人
で
あ
つ
た
。

四
九



五
〇

竺
倦
が
古
林

に
馨
じ
た
の
は
保
寧
に
於
て
で
あ
つ
て
、
今
圓
古
林
の
保
寧
語
録
を
欠
く
た
め
に
、
古
林
と
の
關
係
資
料
を
見
る
こ
と
が

ゆ

出
來
な
い
の
は
淺
念
で
あ
る
。
唯
古
林
溶
茂
騨
師
拾
遇
偶
頚
容
下
に

「
寄
仙
藏
主
」
の

一
偶
帥
ち

「
提
綱
語
句
未
曾
聞
、

一
面
相
招
氣
義

敦
、
得

一
全
牛
還

一
馬
、
不
妨
挾
起
破
砂
盆
」
と
云
み
の
と
、
竺
倦
の
た
め
に
作
つ
た
來
來
脚
子
歌
が
有
り
、
そ

の
關
係
を
窺
ふ
の
に
は

極
め
て
と
ぼ
し
い
資
料
で
あ
る
け
れ
ど
も
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
、
前
述
し
た
や
う
に
,
竺
催
の
來
鯛
し
た
そ
の
年
に
竺
儒
.は

寂
し
、
來
朝
後

の
交
渉
と
云
ふ
も
の
も
な
ぐ
、
竺
催
の
亡
き
古
林
に
封
す
る

一
方
的
資
料
が
僅
か
な
が
ら
詩
丈
集

に
見
ら
た
る
も
の
が
あ

る
。
ζ
れ
も
決
し
て
多
い
資
料
で
は
な
い
が
や
は
り
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
帥
ち

門
天
柱
集
」
に
古
林
和
街
賛
、

「
玉
几
峯
頭

一

鴉
飛
、
鳳
舩
甕
上
鳳
來
儀
、
亘
元
六
合
鍮
翻
作
、
景
定
絵
音
無
二子
遺
」
と
有
り
、
「
西
明
竺
催
和
術
賛
語
」
に
「
佛
性
和
省
」
と
題
し
て
「
千

古
鳳
姦

一
代
龍
門
云
々
」
と
云
つ
て
を
り
、

「
來
來
輝
子
集
」
に
は
古
林
下
の
鎧
上
人
、
謙
侍
者
に
就

て
欄
れ
て
ゐ
る
も
の
が
見
ら
れ
、

叉
同
集
に
は

「
鳳
肇
入
室
語
」
二
則
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
蘭
述
の
古
林
と
の
問
答
と
共
に
師
資
の
機
縁
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

「
一
日
師
於
二室
中
一隼
語
云
、

一
字
不
著
霞
、是
甚
慶
字
、
答
云
、
金
剛
鋳
鐡
雰
、
師
云
、

一
字
因
レ甚
也
不

識

、答
云
、
恰
値

二不
識
一、

師
云
、
不
識
最
親
也
、
答
云
、
更
是
不
二溝
得
一、
師
云
,
三
十
年
後
此
話
大
行
、
答
云
、
切
忌
二錯
學

●・

叉

一
紀
、
師
擦
レ室
云
、
・鍵
大
地
是
彌
自
己
、
因
レ甚
踏
不
著
、
帥
以
レ脚
作
二踏
地
勢

一、
師
云
、
渡
交
渉
、
答
云
、
謝
二
和
術
誰
明
こ
,

　

こ
の
外
、
「東
渡
集
」

に
は
繭
引
の

「祭
一一佛
性
和
樹
一」
の
文
が
有
り
、
師
の
化
を
悼

み
、
生
淺
つ
た
寂
し
い
氣
持
を
述

べ
て
ゐ
る
。

竺
倦
は
了
巷
と
共
に
確
に
古
林
下
の
愛
壁
で
、
兄
た
り
難
く
、
弟
た
り
難
く
、
竺
倦
は

「
了
巷
我
法
兄
」
(
竺
倦
和
省
偶
頚
)と
了
巷
を

敬
し
、
了
奄
は

「
竺
仙
法
兄
」
、了
蕎
語
録
巷
七
)
と
竺
催
を
敬
し
て
ゐ
る
。
竺
倦
の
法
統
は
我
國
に
傳

へ
ら
れ
た
騨
二
十
四
流
の

一
を
な

す

の
で
あ
る
が
、
古
林
「
の
我
國
に
於
け
る
最
も
大
き
な
勢
力
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

鎭
海
明
珠

「
朗
州
東
邑
懐
政
輝
師
、
仰
山
來
滲
、
・師
問
、
汝
何
慮
人
、
仰
山
日
廣
南
人
、
師
日
、
我
聞
廣
南
有
鎭
海
明
珠
是
否
、
抑
山
日
、
是
、
師
日

・
此
珠
何
形
欣
、
仰
由
　日
白
月
即
現
、
師
日
、
驚
得
來
否
.
仰
山
日
.
將
得
來
、
師
日
、
何
不
呈
似
老
曾
看
、
仰
山
日
.
昨
到
濡
山
亦
就
慧
寂
索
此
珠
.

直
得
無
言
可
封
無
理
可
宣
、
師
日
虞
師
子
見
大
師
子
吼
」
(景
穂
傳
燈
録
巻
九
懐
政
傳
)

口

別

傳

妙

周

 

別
傳
も
亦
渡
來
の
人
と
傳

へ
る
。
本
朝
高
曾
傳
巻
二
十
八
の
傳
に
は

「
不
レ詳

其
姓
出
　こ

と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
同
傅
の
賛
に

「
自
一一寛



元

一至

元
徳
中
㌦
.宋
元
輝
匠
相
次
東
來
、
及

康
永
末
一別
傳
…脚
師
猫
殿
而
棄
」
と
あ

つ

て
渡
來
櫓
で
あ
る
と
し
、
延
費
傳
燈
録
春
五
の

同
傳
に
は
、
明
か
に

「
元
國
人
、
康

永
年
中
來
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。
師
蟹
が
本
朝
高
曾
傳
の
別
傳
の
傳
を
書
か
う
と
し
た
時
に
は
既

に
そ

の
行
録
は
亡
失
し
て
を
り
、
僅
に
建
仁
に
佳
す
る
の
語
と
.
別
傳
の
弟
子
玉
山岡
珍
の
遺
偶
と
を
師
蟹
が
陳
策
中
に
得
て
、
別
傳
の
傳
を
本

傅
に
録
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
建
仁
の
上
堂

の
語
に
よ
れ
ば
香
を
虎
谷
希
陵

に
熱
向
し
て
ゐ
る
所
か
ら
、
師
攣
は
詳
簿
が
知
ら
れ
な

い
ま

エ
に
元
國
の
人
と
推
定
し
た
の
で
あ
ら
う
。

然
し
こ
の
確
實
性
の
薄
弱
な
推
定
は
吟
味
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

「
古
林
清
茂
暉
師
拾
遺
偶
頼
」
巻
下
に

「
逡
海
東
胤
首
座
」
な
る
次
の

一
偶
が
見
ら
れ

,

滅
宗
滅
却
滅
翁
門
、
吾
組
家
風
藏
不
存
、
慣
渉
海
涯
畷
審
浪
、
曾
登
仙
嬌
砂
箆
欝
、
遠
來
湖
寺
惰
尤
重
、贈夢
入
天
宮
道
釜
尊
、

一
句
不

僻
如
鐵
概
、
要
人
櫓
…荷
到
児
孫

こ
の
偶
に
綬
い
て
左
の
注
記
が
ま
た
有
る
の
で
あ
る
。

「
此
帥
前
住
浮
智
別
傳
胤
公
也
、
昔
号
滅
宗
、
泊
回
朝
帥
自
改
之
、
與
余
亦
相
友
善
、
槻
其
爲
人
之
禮
、
亦
甚
似
淳
篤
信
實
者
、今
乃
不

知
何
虞
、
其
亦
君
子
之
好
遜
鰍
」

こ
の
「
逡
海
東
胤
首
座
」
の
偶
と
注
記

に
よ
ゐ
と
、
古
林

下
に
ゐ
た
人
で
あ
る
こ
と

芝
、
海
東
と
云
ふ
意
味
が
日
本
を
指
し
、
別
傳
が

嘗
つ
て
は
滅
宗
と
號
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
叉
別
傳
が
日
本
に
渡
海
し
て
、
海
東
胤
首
座
と
呼
ば
れ
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
回
朝
と
云

ふ
文
字
が
存
す
る
こ
と
か
ら
し
て
明
か
で
、
別
傳
の
出
生
は
日
本
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
了
蕎
清
欲
騨
師
語
録
」
巷
七
を
見

る
と
更
に

「
滅
宗
示
胤
侍
者
」
な
る
偶
頚
が
存
す
る
。

隠
騙
滅
却
臨
濟
宗
,、黄
河
九
曲
不
敢
東
、
東
山
拠
出
噌
號
子
。
鐵
蛇
彩
鳳
盤
晴
釜
、
堪
笑
堪
悲
川
士
宜
、
戴
面
當
擬
看
脚
下
,
打
失
眉

毛
萬
事
休
、
引
得
傍
観
笑
聲
唖
、
宗
風
似
此
争
不
滅
、
此
心
合
対
階
麗
論
"
読
向
耀
翻
瞳
不
蠣
、
喝
聲
甦
落
千
巖
月

支
那
で
は
滅
宗
と
號
し
て
ゐ
た
こ
と
が
こ
れ
に
よ
つ
て
で
喚
わ
か
り
、
了
蕎
と
交
友
の
あ
つ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
韻
來
る
。

「
竺
倦
和
街
儀
…頚
」
を
経
く
と

「
次
韻
答

横
洲
別
傳
脚
師
こ

と
題
す
る
三
首
が
又
見
ら
れ
る
。

一
飼
遇
逼
絶
二亘
浜
心
、
西
來
不
レ解
救
二迷
惜

一、
待
峙
吾
必
還
蹄
也
、
回
首
扶
桑
千
歳
栄

五

一



五

二

賓
中
主
也
主
中
賓
、
日
日
思
脇
念
念
新

、
自
レ
是
故
郷
田
地
隔
、
豊
慮
無
虚
著
閑
入

優
鉢
羅
花
不

妄
開

、
老
天
於
レ此
鴛
無
レ懐

、
南
騨
欲
レ借
二
維
摩
手
吃、
噺
二
取
横
洲
一入
レ座
來

こ
れ
は
竺
倦
が
暦
態
四
年
に
南
灘
寺
に
人
寺
し
忙
頃
、
猫
支
那
に
留
つ
て
ゐ
九
別
傳
か
ら
の
猫
に
対
し
て
答

へ
忙
も

の
で
あ
る
。
横
洲

は
寧
浦
で
、
別
傭
は
當
時
其
虚
に
ゐ
忙
も
の
と
見
え
る
。
嚇孫
倦
と
は
古
林
下
で
回
参
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
暦
慮

四
年
頃
と
云

へ
ば
、
別

傳
が
嗣
法
し
九
と
云
ふ
虚
谷
は
既
に
至
治
二
年
、
帥
ち
二
十
年
も
前
に
逝
つ
て
ゐ
る
し
、
古
林
も
十
三
年
前
に
残
し
て
ゐ
て
、
別
傳
は
寧

浦

の
誰
か
の
所
に
依
つ
て
ゐ
た
も
の
も
あ
ら
う
。
其
後
程
な
く
康
永
年
闇
に
婦
國
し
、
越
後

の
普
濟
寺
に
住
し
、
建
仁
寺
に
出
世
し
た
。

師
攣
が
得
た
と
云
ふ
建
仁
の
語
が
僅
に
本
朝
高
倫
傳
と
延
寳
傅
燈
録
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
後
、
浮
智
寺
に
移
り

、
退
い
て
は
大
圓
蕎
を

構

へ
て
居
し
た

と
云
ふ
。
疲
年
は
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
法
は
古
林
に
は
嗣
が
な
か
つ
た
が
、
そ
の
會
下
に
あ

つ
た
有
力
な
人
で
あ
つ

た

こ
と
に
は
疑
が
な
い
の
で
あ
る
。

竺
倦
の

「來
來
輝
子
東
渡
集
」
に
賀
三
同
門
別
傳
胤
騨
師
出
二世
普
濟
こ

の
偶
が
ま
た
有
る
が
参
考
ま
で
に
こ
れ
を
引
い
て
を
か
う
。

佛
組
出
興
無
二
別
法
一、
流
傳
ヘフ
日
亦
悠
哉
.
把
茄
蓋
レ頂
不
レ須
レ大
、
三
蔑
東
レ腰
休
二放
開
一
、
海
底
鯉
魚
看
二跳
誇

一噸
天
邊
金
鳳
忽
飛

來

、
令
三
人
長
憶
二
鰹
山
事
一、
迦
葉
師
兄
笑
満
レ偲

猫
,
別
源
圓
旨
と
も
交
り
の
深
い
も
の
が
有
り
、
別
源
の
詩
文
集

「南
遊
集
」
に

「
和
二滅
宗
首
座
三
題
一有
感
憶
盧
山
途
中
偶
作
」
と

か

h
酬
二滅
宗
首
座

一」
と
か
と
題
す
る
も
の
が
見
え
て
ゐ
る
。
清
拙
正
澄
と
も
交
り
が
又
有
り
,
「
縄
唐
集
」
に
は

「
胤
首
座
参
二古
林
和

尚

一」
「
胤
侍
者
之
ご雪
峯
」

と
題
す
る
も
の
が
存
す

る
。

,

ハ

別

源

圓

旨

誰
な
圓
旨
、
字
は
別
源
、
越
前
の
人
で
あ
る
。
傳
に
就
て
は
中
巖
圓
月
の
,「
日
本
故
建
仁
別
源
和
樹
塔
銘
並
序
」
が
よ
る
べ
き
も
と
の

資
料
で
あ
ら
う
。
永
仁
二
年
十
月
二
十
四
日
生
れ
、
幼

に
し
て
佛
種
寺
竹
荒
圭

に
依

つ
て
童
行
と
な
り
、
十
六
才
の
時
に
薙
髪
し
た
。
圭

は
其
後
、
別
源
の
根
器
の
傑
れ
た
る
を
観
て
、
久
し
く
村
院
に
留
ま
る
こ
と
を
許
さ
す
、
偶

々
東
明
慧
日
の
我
國
に
渡
來
し
て
、
關
束
に

洞
上
の
宗
風
を
盛
ん
に
す
る
を
聞
い
て
住
い
て
参
す
べ
き
こ
と
を
薦
め
た
。
時
に
東
明
は
圓
覚
寺
に
主
と
な

つ
て
ゐ
た
が
、
別
源
が
参
ナ



る
や

一
見
し
て
入
室
を
許
し
た
.
東
明
下
に
あ

る

こ

と
十
.
一年
、
逐
に
師
資
契
合
し
た
g
二
十
七
山.4
の
元
慮
二
年

に
入
元
し
、
古
林
清

茂

、
雲
外
雲
舳
、
蜷
石
如
砥
、
中
峯
明
本
、
無
見
先
麹
、

古
智
哲
、

三々
田
悟
心
、
南
楚
師
悦
、

醜
巖
眞
、

船
若
誠
等
を
参
訪
し
た
。
就

中
、
古
林
に
親
灸
す
る
こ
と
最
も
久
レ
く
、
江
澗
を
編
游
し
た
後
に
再
び
保
寧
寺
に
蹄
つ
て
参
じ
、
藏
職
を
領
知
し
た
。
南
游
凡
そ
十

一

年

の
長
き
を
閲
し
、
元
徳
二
年
に
離
國
し
た
。
圓
覚

の
後
板
に
任
じ
、
幾
く
昏
な
く
し
て
建
長
前
板
に
移
り
、
康
永
元
年
越
前
に
回
つ
て

弘
薩
寺
の
開
山
と
な
つ
た
。
叉
、
・鎭
西
濤
勝
の
請
を
入
れ
て
往
き
、
越
前
の
善
癒
、
吉
聯
二
寺
の
開
山
と
も
な
つ
た
.
文
和
三
年
,
東
陵

永
虞
南
灘
寺
に
住
す
る
に
際
し
て
分
産
し
、
延
文
二
年
に
は
眞
如
寺
を
匡
し
た
。
翌
脚
疾
を
患

つ
て
越
前
に
、退
い
た

が
、
貞
治
三
年
六
月

に
な
つ
て
、
足
利
義
詮

に
請
ぜ
ら
れ
て
建
仁
の
命
を
受
け
、
疾
を
以
て
拒
ん
だ
が
命

の
蓉
り
な
る
た
め
に
途
に
同
年

九
月
、
建
仁
に
入
寺

し
た
。
同
月
十
、一
日
、
病
革
つ
て
衆
を
蹴
し
、
十
月
八
日
、
諸
弟
子
の
建
仁
に
築
い
た
塔
基
洞
春
巷
に
う
つ
り
い
同
月
十
目
に
化
し
た
。

閲
世
七
十

一
。
櫓
強
五
十
四
。

、

別
源
は
古
林
に
親
灸
す
る
こ
と
最
も
久
し
か
つ
た
ど
云
ふ
が
、
恐
ら
く
饒
州
永
幅
寺
に
古
林
を
和
き
、
更
に
古
林

の
保
寧
に
遽
つ
た
後

に
参
じ
江
の
で
あ
ら
う
。
古
林
の
語
録
巻
五
に

「
途
旨
首
座
」

と
題
す
る
偽
頚
が
有
る
が
、
こ
れ
は
明
旨
を
邊
つ
た
も
の
と
思
は
れ
、
叉

別
源
と
題
す
る
二
偶
が

「
古
林
清
茂
騨
師
拾
遺
偶
頚
」
毬
下
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
別
源
明
旨
を
指
す
も

の
で
あ
ら
う
℃

別

源

二
首

漏
漏
不
與
衆
流
同
、
逮
浪
竈
波
拶
莫
窮
、
必
寛
愴
浜
無

一
滴
、
大
千
何
庭
不
朝
宗

繭

不
知

一
滴
自
何
來
、
流
入

浜
白
浪
堆
、
道
是
曹
漢
猫
未
是
,
且
將
深
淺
與
人
猜

更
に
ま
た
同
総
下
に
は

「
逡
旨
藏
主
東
館
」
と
題
し
て
の

一
偶
と
績
い
て
長
歌
が
存
す
る
。

手
中
玉
鋪
干
釣
重
、
謄
後
圓
光
萬
丈
長
、
轄
向
如
來
藏
中
看
、
到
家
須
合
爲
敷
揚

金
陵
鳳
墓
春
已
老
、
萬
里
南
蹄
宜
及
早
、
大
唐
國
裏
無
灘
師
、
闇
答
縦
横
休
草
草
、
若
言
是
有
還
是
迷
、
此
宗
量
可
論
東
西
、
當
機
出
没

走
迅
電
、
大
用
縦
奪
轟
奔
雷
、
我
今
無
言
汝
休
領
、
念
汝
磐
勲
再
三
講
、
晴
窓
綴
筆
鴇
長
歌
、
窓
外
梅
花
弄
清
影
。

こ
の
長
歌
の
炎
に
注
記
が
有
つ
て

「
昔
號
別
源
也
今
不
知
如
何
」
と
あ
る
か
ら
、
旨
藏
主
は
明
か
に
別
源
を
指
す

も
の
で
あ
る
。
注
記

の
う
ち
に
云
ふ
所
に
よ
る
と
、
古
林
が

一
偶
を
書
し
て
金
陵
鳳
豪
何

々
と
名
字
を
書
か
う
と
し
た
所
、
旨
が
こ
れ
を
遮
つ
て
長
歌
を
乞
う

五
三



-

五
四

た

た
め
、
金
陵
鳳
簸

の
次
に
春
巳
老
と
綾
け
、
こ
の
長
歌
を
作
つ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て

ゐ

る
。
又
今
は
失
は
れ

て
ゐ
る
保
寧
録
中
に

[,
示
旨
侍
者
、
有

一
片
翼
心
如
鐡
石
井
労
年
堪
作
吾
家
見
之
句
者
」
、
と
云
つ
て
ゐ
る
句
が
あ
つ
て

「
亦
此
公
也
」
と
も
し
て
ゐ
る
。
別
源

は
天
暦
二
年
(我
、
元
徳
元
年
)
に
古
林
が
疫
し
た
の
で
、
そ
の
翌
年
蹄
國
を
な
す
に
到
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

別
源
と
竺
倦
と
は
古
林
下
で
輩
塞
る
同
門
で
あ
る
と
云
ふ
だ
け
で
な
く
、
亙
に
親
し
い
關
係

が
有
つ
た
と
思
な
れ

る
。
竺
倦
の

「
天
柱

集
」
に
は

「
次
韻
答
別
源
首
座
盆
石
」
、
「
次
韻
別
源
首
塵
」
五
首

、
「
訪
二
別
源

こ

「
再
慶
寄
二別
源
首
座
こ
と
題
す

る
偶
碩
が
見
え
て
ゐ

て
、
そ
の
往
來
が
知
ら
れ
る
。
叉
別
源
の

「
南
遊
集
」
に
は
竺
倦
が
序
を
な
し
て
ゐ
る
。

「
南
遊
集
」
と
云

へ
ば
そ
の
う
ち
に

「
和
乙
休
居
和
禽
頚
下
鷹
翁
指
二室
中
雲
公
一案
上
韻
甲
」
、

「
僻
二鳳
藍
和
倫

こ

「
鳳
嘉
藏
主
寮
結
夏
乗

-

.

●

梯
」
と
云
つ
た
題
に
よ
る
詩
文
が
存
し
て
ゐ
る
。
別
源
が
在
支
時
代
に
於
て
古
林
下
に
占
め
た
關
係
を
知
る

一
つ
の
手
懸
り
と
な
ら
う
。

丹
羽
氏
藏
の
古
林
黒
蹟

(別
源
に
與
へ
た
も
の
)
に
よ
れ
ば

「
日
東
旨
暉
人
有
志
於
道
聚
首
三
年
云
々
」
と
あ
る
が
・
こ
れ
は
偏
遊
後
の
再
参
三
年
を

指
す
の
で
あ
ら
う
か
。

二

月

林

道

鮫

諒
は
道
鮫
、
字
は
月
林
、
濁
歩
隻
、
圓
明
斐
と
稻
し
、
晩
年
に
は
西
山
暮
翁
と
構
し
た
。
傳
に

「
大
梅
山
開
山
月
林
峻
輝
師
行
歌
」
が

あ
る
。
永
仁
元
年
に
久
我
具
房

(
具
房
は
永
仁
元
年
以
前
に
発
す
。
所
傳
は
誤
で
あ
る
と
云
ふ
)
を
父
と

し

て
生
れ

た
。

別
源
の
出
生
に
先
つ

こ
と

一
年
で
あ
る
。
幼
に
し
て
父
を
失
ひ
、
母
に
随
つ
て
越
前
準
泉
寺

に
入
つ
て
童
子
と
な
り
、
偶

々
入
の
相
模
よ
り
來
て
、
輝
門
の
こ

と
を
語
る
を
聡
き
騨
を
慕
う
て
薙
髪
し
た
。
時
に
十
六
才
、
つ
い
で
相
模
に
佛
國
灘
師
高
峯
顯
日
に
依
止
し
た
。
高
峯
・は
そ
の
法
器
な
る

を
見
て
懇
に
提
引
し
、
高
峯

の
建
長
入
寺
の
際
は
選
ば
れ
て
焼
香
侍
者
と
な
つ
た
。
正
和
五
年
十
月
高
峯
の
寂
に
遇

つ
て
、
.京
都
岩
倉
に

移

つ
た
。
そ
の
時
、
大
燈
國
師
宗
峯
妙
超
が
大
徳
に
化
を
昌
ん
に
し

て
ゐ
た
の
で
頻
り
に
性
見
す
る
に
到
つ
た
。
大
燈
も
ま
だ
三
十
有
飴

才
、
月
林
は
二
十
有
飴
才
で
互
知
互
慮
し
た
。
正
和
五
年
に
は
大
燈
は
花
園
天
皇
に
対
座
し
て
法
を
説
い
て
ゐ
る
が
、
月
林
も
ま
た
元
慮

二
年
に
は
天
皇

に
召
さ
れ
て
法
談
し
た
。
そ
の
法
談
は
天
皇
震
記
に
よ
る
と
屡

々
で
あ
り
、
殊
に
夜
を
か
け
て
天
明

に
及
ぶ
と
云
ふ
信
任

で
あ
つ
江
。

元
享
元
年
参
、
月
林
は
入
元
を
志
し
た
。
伺
年
十
二
月
二
十
五
日
の
震
紀
に
は
次
の
如
く
に
見
え
て
ゐ
る
。



二
十
五
日
、
今
夜
妙
曉
上
人
参
、
密
密
受
レ業
、

明
後
日
可
貫
下
二向
鎭
西
一、

印
可
二渡
唐
一之
故
也
、

此
上
人
明

昭
崇
師
也
、

當
世
無

襲
、
験
蹄
二仰
之

一、
此
間
蓮
二談
宗
ヒ旦

裏
書受

衣
事
、、
先
例
不
審
、
然
而
此
聖
人
、
於
レ今
者
殆
不
レ知
二
再
會
之
期

一、
餓
依
之
符
喫
不
レ可
レ
不
レ見
、
防
密

々
有
二此
義
一、

募
以

可
レ有
三
諦
難
一鰍
、
物
殊
所
二隠
密
一也
,
於
二此
宗
一者
、
不
レ
可
二得
而
穂
一蔚
也
、
誰
敢
同
,
然
近
代
諸
宗
都
不

・違
二深
義
一、
可
レ悲

事
也
、
於
二此
{示
一者
、
猫
有
二頓
誰
義

一、
可
レ貴
事
也
、

花
園
天
皇
は
月
林
を
當
世
無
塑
と
推
賞
せ
ら
れ
、
今
そ
の
人
の
入
元
に
遇
つ
て
再
會
の
期
し
難

い
の
を
慮
り
受
衣

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

元

亨
元
年
と
云

へ
ば
月
林
ま
だ
廿
九
才
の
若
さ
で
あ
る
。
年
齢
か
ら
し
て
も
経
歴
か
ら
し
て
も
そ
の
受
衣
は
他
か
ら
起
る
で
あ
ら
か
も
知

れ
な
い
誘
難
を
恐
れ
て
隙
密
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
受
衣
の
翌
日
、
震
翰
を
下
し
て
そ
の
行
を
逡
ら
れ
た
。

咋
夜
受
業

之
儀
」
感
悦
無
レ
極
、
縦
錐
レ隔
二
萬
里
之
波
濤
一、
同
風
之
旨
、
何
有
二遠
近
'義
同
二國
師
一、
後
日
必
有
二其
號
'、

當
時
非

二自
專

一、
尤
以
遺
恨
、
併
期
二再
會
之
時
一者
也

か
く
て
翌
歳
入
元
し
た
。
英
宗
の
至
治
二
年
に
當
る
が
,
月
林
の
行
状
に
よ
る
と
古
林
は
金
陵
保
寧
に
佳
し
て
ゐ
て
、
そ
の
下
に
参
じ

夜

と
云
ふ
。

休
居
日
、
汝
知
二
主
人
翁
一慶

,

師
日
、
不
知

休
居
日
、
因
二什
慶
一不
知

師
日
、
不
二膏
道
絞
不
ジ
知
.
佛
耐
也
不
知

師
進
前
叉
手
立
、

休
居
日
、
佛
組
爲
二什
慶
一不
知
、
到
二這
裡
一爲
二什
磨
一不
二肯
任

一

師
以
二両
手
一作
二肇
勢

一、
施

二
向
面
前
一

休
居
日
、
毘
婆
戸
佛
早
留
レ
心
直
至
、
而
今
不
レ得
妙
レ

五
五



五
六

師
臼
、
和
両
年
老
心
孤

休
居
呵
々
大
笑
、

　

か
く
し

て
投
機
し
"
古
林
下
を
.誹
し
て
瓦
仰
に
古
心
誠
に
謁
し
、
典
藏

の
職
に
就
い
た
。
然
し
幾
く
も
な
く
し

て
再
び
古
林
下
に
蹄

つ

た
。休

居
問
日
、
近
日
行
履
如
何
、

師
叉
手
當
胸

休
居
日
、
未
、在
更
道

師
日
、
再
犯
不
容

、

休
居
日
,
三
級
浪
高
魚
化
龍
、
療
人
猫
母
野
塘
水
師
喝

一
喝

休
居
日
、
遇
在
二
什
慶
慮

一

師
蓮
喝
両
喝

、

休
居
日
、
遇
在
二老
信

一

師
日
、
謝
二
和
爪何
老
婆

心
切
一

時
に
と
云
ふ
問
答
が
行
は
れ
た
。
叉

一
日
、
古
林
が
坐
の
次
に
左
右
に
か
う
問
ふ
た
。
斬
爲
二
両
段
一時
作
籔
生
と
ゆ
左
右

の
も
の
は
答

へ
る
も
の
が
な
か
つ
た
が
、
月
林
が
後
れ

て
至
り
、
こ
の
間
を
受
け
る
と
、
勢
而
無
功
と
答

へ
た
。
古
林
は
こ
の
答
を
許
し
て
、
こ
れ
よ

り
師
資
道
契
し
た
と
云
ふ
。
天
暦
元
年
正
月
廿
三
日
に
は
佛
恵
知
鑑
大
師
の
號
を
賜
り
翌
二
年
に
・は
保
寧
の
後
板
に
居
し
た
。
冬
節
乗
佛

し
、
そ
の
提
唱
を
し
た
が
、-
語
を
聞
い
た
も
の
驚
樫
し
な
"
も
の
ぱ
な
か
つ
た
。
無
想
が
提
唱
の
語
を
嘆
賞
し
て
偶
を
寄
せ
江
。

道
人
來

扶
桑

、
肝
謄
金
石
緊
、
遼
天
鼻
孔
正
、
不
レ受
二傍
入
穿
一続
レ林
振
レ錫
分
古
鳳
毫
前
、
夜
夢
読
法
分
兜
卒
陀
天
、
掲
二性
天
,

之
慧
日
一、
稜
二
智
海
之
源
淵
凶

月
林
が
後
板
の
職
を
解
い
て
ま
も
な
く
、
古
林
は
寂
し
た
。
古
林
が
寂
す

る
三
周
前
、
即
ち
十

一
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
月
林

が
侍
し
て
ゐ
る
と
、
古
林
が
問
う
て
云
ふ
τ
「
禰
得
得
杭
海
而
來
,
寛
二箇
甚
歴
こ
、
と
、
月
林
は

「開
レ
ロ
見
レ膿
」
と
答

へ
た
。
古
林
叉



問

ふ
て

「
與
慶
砥
対
滴
水
レ難
漕
」
と
。
月
林
は
喝
し
た
。
占
材
は
こ
れ
に
対
し
て
自
分
は
病
ん
で
禰
を
打
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
云
ク

た
と
云
ふ
Q
(
古
林
行
實
)
古
林
は
月
林
に
法
衣
を
付
し
て

ゐ

る
が
、
月
林
は
確
か
に
深
く
愛
さ
れ
た
弟
子
で
あ
る
。
古
林
の
寂
し
た
翌

年
春
、
月
林
は
本
國
に
蹄
つ
た
。

聾
國
す
る
と
暫
ぐ
の
闇
、
京
都

の
法
華
山
傍

に
蕎
を
結
'ん

で

居

し
た
。
大
燈
は
大
徳
寺
に
あ
つ
て
月
林
の
慈
な
く
蹄
つ
た

の
を
喜
び

頻
り
に
便
を
遣
し
て
通
問
し
た
。

扁
日
月
林
が
大
燈
を
訪
れ
江
こ
と
が
あ
り
、
談
が
古
林
の
機
用
に
及
ぶ
と
大
燈
は
稻
嘆
し
て
や
ま
な
か

つ
た
。
其
後
、
,天
台
曾
寛
舜
な
る
も
の
が
月
林
下
に
服
を
改
め
て
蹄
し
、
所
管
の
教
寺
を
脚
寺
と
な
し
て
月
林
を
迎

へ
忙
σ

こ
れ
が
大
梅

山
長
幅
寺
で
あ
る
。
月
林
は
鳳
憂
に
有
つ
た
昔
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
嘗
つ
て
彼
地
の
所
居
を
清
居
と
號
し
た
そ
の
號
を
長
輻
方
丈
の
寝

室

に
名
け
た
。

花
園
上
皇
は
再
び
蹄
崇
さ
れ
皇
居
に
召
さ
れ
て
、
或
は
長
禧
に
往
い
て
参
如
ぜ
ら
れ
た
。
當
時
の
公
卿
も
ま
た
多
く
綿
依
し
た
。
月
林

は
長
幅
の
北
に
塔
院
を
建
て
、
清
涼
と
稻
し
古
林
の
像
を
安
じ
た
。
月
林
は
全
く
古
林

の
風
を
純
粋
に
守
り
傳
へ
た

人
で
あ
ら
う
。
親
懸

二
年
二
月
廿
五
日
、
.壽
五
十
九
、
臓
四
十
四
を
以
て
寂
し
左
。
延
文
二
年
三
月
十
日
、
後
光
嚴
天
皇
は
普
光
大
撞
國
師
と
議
せ
ら
れ
た
D

月
林
は
入
元
以
前
に
妙
曉
と
云
つ
た
が
、
こ
の
名
は
恐
ら
く
は
高
峯
か
ら
授
か
つ
忙
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
古
林
F
に
参
じ
て
こ
の
妙

曉
は
月
林
と
改
め
ら
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
月
林
ぱ
古
林
が
與

へ
江
道
號
で
あ
ら
う
。
長
輻
寺
文
書
に
、
月
林
の
號

に
賦
し
た
古
林
の

一

偶
が
存
す
る
。

'

桂
輪
孤
朗
碧
天
寛
、
萬
木
森
次
照
夜
寒

不
是
曹
漢
曾
拮
出

至
今
誰
作
話
頸
看

月
林
は
古
林
下
で
は
道
較
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
諜
は
渡
海
以
前
か
ら
用
ひ
て
ゐ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
宵
林

の
行
實
で
は
竺
傷
ば

「
海
東
咬
首
座
」
と
呼
ん
で
ゐ
る
し
、
古
林
が
月
林
の
語
録
に
蹟
し
た
と
云
ふ
が
、
そ
れ
に
も
、
「
蹟
絞
首
座
語
録
」

(
古
林
清
茂
弾
師
拾
遣
偶
碩
巻
下
)
と
見
え
て
ゐ
て
、
鮫
首
座
と
呼
ん
だ
こ
と
が
明
か
で

あ

る
。
月
林
が
古
林
に
侍

し
た
の
は
八
年
の
長

き

に
亘
る
の
で
、
こ
の
師
資

の
關
係
を
物
語
る
色
々
の
資
料
が
存
し
て
い
玉
わ
け
で
あ
る
が
、
古
林
の
保
寧
の
語
を
鋏
く
た
め
に
、
こ
の

五
七



五
八

月
林
の
場
合
に
於
て
も
そ
の
關
係
を
資
料
的
に
示
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
月
林
に
は
現
存
の

「
月
林
絞
輝
師
拮
頚
古
]
の
他
に
、
古
林
が

蹴

し
た
語
録
も
有
つ
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
が
、
寡
聞
に
し
て
未
だ
か

瓦
る
語
録
の
所
在
も
知
る
こ
と
が
出
來
・ず
、
猫
古
林
と
の
開
係

を

不
明
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

、

了
蕎
清
欲
の
語
録
巻

七
に
出
て
ゐ
る

「
和
鮫
首
座
雑
言
韻
」
と
、
竺
倦
の

「
竺
倦
和
術
偶
頚
」
に
出
て
ゐ
る

「
閲

大
梅
較
首
座
拮
古
頚

古
寄
レ之
」
と
は
道
鮫
、に
關
す
る
乏
し
い
資
料
の
う
ち
に
あ
つ
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

和

鮫

首

座

雑

言

韻

一
婁
不
昧
古
猴
今
、
妄
想
塵
塵
自
陸
沈
合
浦
明
珠
生
姓
腹
、
涼
秋
白
月
謝
天
心

得
失
…愛
忘
語
意
眞
、
當
機
拶
倒
主
室
紳
、
千
門
萬
戸
無
關
鍮
、
,八
瞥
那
託
現
牛
身

、

,

閲
二
大
梅
岐
首
座
拮
古
頚
古
一寄
レ之

己
聞
梅
子
熟
多
時
、
無
激
黄
金
綴
満
技

可
惜
無
人
能
下
口
、
大
堪
止
潟
與
充
飢

叉
次
に
述

べ
る
で
あ
ら
う
同
門
の
石
室
善
玖
が
、
貞
和
四
年
春
大
宰
府
よ
り
月
林
に
贈
つ
た
詩
簡
が
存
す
る
。

(
長
幅
寺
文
書
)
石
室

は
長
福
寺

と
四
世
と
も
な
つ
た
位
の
人
で
、
恐
ら
く
月
林
と
は
深
い
交
渉
の
有
つ
た
人
で
あ
ら
う
。
石
室
善
玖
語
録

の
う
ち
に
は
貞
治
二

年
二
月
廿
五
日
の
大
橦
國
師
忌
拮
香
語
が
見
之
て
ゐ
る
。

絡

に
附
言
し

て

を

く

が
、
古
林
溝
茂
鐸
師
拾
遣
偶
蝋
の
巻
末
に

「
蹟
薦
頑
請
定
山
釈
省
江
湖
碩
軸
」
以
下
五
つ
の
古
林
の
蹴
文
が
あ

る
。
こ
れ
は
こ
の
書
の
編
纂
に
際
し
て
道
咬
の
も
と
よ
り
獲
し
牧
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。

道
較
の
自
讃
に
「
鳳
鳳
邊
上
鮫
首
座
.
大
梅
山
中
主
人
翁
、
聖
名
凡
號
虚
犀
分
、
殊
相
劣
形
色
郎
空
、
手
裡
竹
杖
當
頭
底
江
南

江
北
勢
無
功
、
不
知

串
身
爲
誰
現
・
眞
遵
如
甕
弄
宗
風
」(長
幅
寺
丈
書
)
と
云
ふ
。
古
林
の
法
嗣
を
以
て
任
す
る
自
信
が
窺
は
れ
る
。

ホ

石

室

善

玖

諜
は
善
玖
、
字
は
石
室
、
筑
前
の
人
、
少
時
の
頃
の
傳
は
知
る
こ
と
が
出
來
な

い
。
文
保
二
年
に
右
先
即
元
、
無
涯
仁
浩
等
と
共
に
入



元
し
.
旗
く
當
時
の
宗
雛
の
門
を
叩
い
た
と
云
ふ
。
就
中
保
寧
に
古
林
を
見
え
、
そ
の
下
に
あ
る
こ
と
久
し
く
し
て
途
に
印
を
藁
け
た
。

前

に
も
云
つ
た
や
う
に
占
林
の
保
寧
の
語
は
知
る
こ
と
が
繊
來
な
い
た
め
に
、
こ
の
石
室
の
場
合
に
於
て
も
、
現
存
の
古
淋
の
語
録
、
及

び
拾
偶
碩
で
は
何
の
鯛
漂
資
料
も
得
る
ζ
と
が
爵
來
な
い
、
唯
了
蕎

の
語
録
巻
五
を
見
る
と
、
了
瀧
が
古
林
の
賛
を
し
て
ゐ
る
も
の
瓦
う

ち

に

「
爲
日
本
感
肥
玖
石
室
賛
」
と
し
て
次
の
賛
を
し
て
ゐ
る
。

,

滅
却
正
法
眼
,
李
生
恣
拍
盲
、
面
爾
看
北
斗
、
當
午
打
三
更
、
此
關
詔
不
起
、
西

丘
話
大
行
、
扶
柔
東
絆
看
、
萬

姻
瀾
輪
明

日
本
感
出
と
云
ふ
意
昧
は
明
か
で
な
く
、
感
出
は
他
の
例
に
よ
れ
ば
寺
名
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
何
か
誤
植

で
あ
る
か
も
知
札
な

い
。
(績
藏
所
牧
本
に
よ
る
)

石
室
は
嘉
暦
初
年
に
齢
國
し
た
と
云
は
れ
、
在
支
八
年
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
了
魅
が
玖
石
室
と
呼
び

捨

て
に
し
て
ゐ
る
所
な
ど
か
ら
推
察
す
る
と
同
じ
古
林
下
で
も
未
輩
で
あ
つ
た
と
思
は
湛
.。
。
月
林
は
若
ぐ

て
古
楚

参
じ
突

で
あ
る

が

・
石
室
は
猴
そ
れ
よ
り
も
若
か
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
同
行
し
で
入
元
し
た
古
先
は
時
に
二
十
四
才
で
あ
つ
た
と
云
ひ
、
石
室
の

年
も
恐
ら
く
そ
れ
位
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

蹄
國
後
、
二
十
飴
年
間
の
石
室
の
動
翻
は
明
か
で
な
い
。
貞
和
ミ
年
四
月
十
三
日
に
顯
牽
寺
に
入
寺
し
、
古
林

の
法
を
嗣
い
て
香
を
熱

に

向

し
た
。
つ
い
で
観
慮
三
年

(
正
平
七
年
)
三
月
十
五
日
に
聖
輻
寺
に
住
し
、
康
安
元
年
に
は
萬
壽
寺
に
、
更
に
貞
治
年
中
天
龍
寺
に
、

ゆ

康
徳
寺
に
住
し
、
慮
安
元
年
七
月
五
日
に
は
建
長
寺
に
入
寺
し
た
コ
顯
孝
以
下
建
長
寺
に
至
る
語
録
が
現
存
し
で
ゐ
る
。
建
長
入
寺
以
前

に
圓
覚
寺
に
も
住
し
た
が
そ
の
語
は
欠
い
て
ゐ
る
。
叉
、
長
幅
寺
に
住
し

て
ゐ
る
が
そ
れ
は
同
寺
第
三
世
簡
翁
患
敬

が
永
和
二
年
八
月
十

六
日
に
寂
し
て
ゐ
る
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
長
幅
寺

の
古
林
先
師

の
清
凍
塔
に
新
に
御
筆
を
蜴
う
た
時
に
は
石
室
を
請
じ
て
陛
座
も

せ

し
め
τ
ゐ
る
。
そ
の
慶
讃
、の
語
は
語
録

に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
し
、師
蟹
が
ま
た
全
文
を
本
朝
高
檜
傳
の
石
釜
傳
中
に
掲
げ
も
し
て
ゐ
る
。

貞
治
二
年
二
月
廿
五
日
に
は
、
大
瞳
忌
即
ち
月
林

の
忌
日
に
當
り
拮
香
を
し
て
ゐ
る
。
こ
の
語
も
ま
楚
語
録
に
も

本
朝
高
曾
傳
中

に
も

見

ら
れ
る
。
語
に
云
ふ

法
身
常
住
目
凝
然
、
正
鵠
圓
明
離
妄
緑
.
欲
識
國
師
眞
面
目
、
老
梅
枝
上
月
圓
明
、
恭
惟
、
頂
門
賢
亜
摩
醸

正
眼
、
隻
手
敲
檸
虚
、益
蠣

骨
、
金
陵
城
頭
笑
胡
達
磨
鰯
杵
棄
朝
主
抽
卍
字
堂
畔
救
小
繹
迦
落
縢
大
騨
佛

,
列
祖
陳
年
葛
藤
横
拮
倒
用
…遊
烈
於
有
激
糸
、
普
光
大
糠
徽

五
九



六
〇

號
、
天
隔
日
照
騰
光
輝
於
帝
國
、
道
契
君
臣
徳
洛
民
物
,
只
如
古
人
道
無
影
樹
下
合
同
船
、
瑠
璃
殿
上
無
知
識
、

且
道

、
帥
今
向
甚
慶

虞
與
大
憧
國
師
相
見
也
、
捧
香
云
、
二
十
年
來
曾
苦
辛
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟

貞
治
年
癸
卯
二
月
廿
五
日

天
龍
法
弟
石
室
望
善
玖

こ
の
拮
香
語
は
石
室
が
龍
元
寺
在
寺

の
時
に
な
さ
れ
た
も
の
で
有
り
,
法
弟
と
云
ふ
の
は
月
林
に
鍬

し
て
法
弟
で
あ
る
と
云
ふ
意
昧
で

あ
る
。

石
室
は
建
長
に
あ

る
こ
と
六
年
、
印
を
解
い
て
か
ら
は
建
長
に
金
龍
蕎
を
構

へ
て
居
し
た
。
永
和
元
年
、
李
林
寺

の
成
る
に
及
ん
で
迎

へ
ら
れ
て
開
山
始
組
と
な
つ
た
。
無
涯
の
慈
像
讃
の
経
り
に

「
前
建
長
石
室
蚕
凶善
玖
九
十
ご
歳
誰
書
」
と
あ
る
が
、
建
長
を
退
い
忙
時
が

既

に
九
十
二
議
で
、
平
林
に
趣
い
た
の
は
そ
れ
を
超
ゆ
る
老
年
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
康
慮
元
年
九
月
二
十
五
日
、

春
秋
九
十
六
を
以
て

平

林
に
寂
し
た
。
古
林
下
の
人
λ
と
の
交
夢
に
就
て
は
竺
倦
が
南
灘
寺
に
佳
す
る
に
際
し
て
會
下
毎
迎

へ
ら
れ
や
う
と
し
た
と
も
云
ひ
、

何
等
か
の
關
係
が
存
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。
叉
、
古
林
F
に
参
じ
た
こ
と
の
あ
る
天
岸
慧
廣
、
物
外
可
什
な
ど
と
交
渉
の
存
し
た

こ
と
は
石
室
の
語
録
か
ら
推
測
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

師
蟹
は
本
朝
高
信
傳
の
石
室
傳
中
に
行
中
垂
仁
と
石
室
が
崇
報
で
友
で
あ
っ
た
と
冒
ひ
、
行
中
の
謙
上
人
を
邊
く
る
偶
中
に

「若
逢
石
室
煩
通
間
、
歳

晩
南
湖
學
種
蓮
」
の
向
が
あ
っ
た
た
と
鼓
つ
て
ゐ
る
。

こ
の
拮
香
語
の
石
室
自
筆
の
も
の
が
現
存
し
て
ゐ
る
。

へ

寂

曇

こ
の
入

の
傳
は
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
っ
古
林
の
拾
偶
碩
巻
上
を
見
る
と
、
次
の
偶
頚
が
有
り
、
竺
倦
ρ
注
記
が
こ
れ
に
附
さ
れ
て

ゐ

る
o
.

逡
海
東
曇
侍
者
入
漸

家
佳
海
門
東

,
扶
桑
日
先
照
、
萬
里
復
南
來
、
此
心
倶
了
了
、
杖
頭
水
石
煙
雲
、.
眼
底
風
帆
沙
鳥
、索
恥

一
穎
明
珠
、等
閑
傾
出
拷
彬
、

落
落
紳
機
轄
不
難
、
箔
荘
手
面
誰
能
曉
∵
緯
緯
煤
燈
分
可
貴
可
曾
、
寂
寂
蓼
蓼
分
非
大
非
小
、
更
探
驕
龍
頷
下
看

、
蹄
來
論
興
休

居
老



雌
乃
帥
今
之
寂
曇
西
堂
也
、
余
住
澤
妙
時
謂
余
日
、
所
得
古
林
和
偉
油
句
、
至
高
麗
失
之
、
乃
出
民
m
以
口
譜
.、
使
余
書
之
、
逸
ぎ
又

十
絵
載
、
復
會
於
此
、
乃
以
余
所
書
掲
於
寮
中
、
不
差

一
字

こ
れ
に
よ
れ
ば
寂
曇
は
我
國
人
と
し
て
古
林
に
参
じ
た
人
で
、
竺
催
が
浮
妙

に
住
し
て
ゐ
た
頃
に
は
既

に
蹄
國
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら

れ

る
。

ト

そ

の

他

.の

人

々

天
岸
慧
贋
は
元
の
泰
定
年
間
に
物
外
可
什
等
藪
十
人
と
入
元
を
し
た
人
で
あ
る
。
中
峯
明
本
に
謁
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
る
が
、
既

に
滅

し

て
ゐ
て
會
ふ
こ
と
が
繊
來
す
、
古
林
、
清
拙
等

に
参
じ
て
元
徳
元
年
に
蹄
國
し
た
。
石
室
と
は
恐
ら
く
古
林
下
で
親
し
ん
だ
の
で
あ
ら

う
。
,石
室
録
を
見
る
と
石
室
が
豫
讃
を
し
て
ゐ
る
。

天

岸

和

尚

佛
佛
相
傳
到
佛
乗

一
燈
須
綾
百
干
燈
、
昔
年
脚
迩
遍
天
下

軒
昂
風
骨
自
稜
暦

耳
裏
著
得
大
海
水

眼
裏
著
得
須
彌
山

曾
作
鳳
鳳
憂
上
客

翻
身
拶
透
列
組
關

晩
年
自
構
休
科
隻

南
海
波
斯
念
八
還

と

れ
を
見
る
と
天
岸
が
休
科
隻
と
構
し
た
こ
ど
が
知
ぢ
れ
為
。
天
岸
は
法
を
高
峯
に
嗣
い
た
の
で
あ
る
が
.
休
科
隻
倣
古
林

の
休
居
隻

に
倣
つ
た
も
の
で
、
古
林
の
影
響
を
こ
の

一
面
か
ら
見
て
も
張
く
受
け
た
で
あ
ら
う
と
が
想
像
さ
れ
る
。

元
慮
三
年
に
入
元
ξ
本
明
高
信
傳
の
天
岸
傳
に
云
ふ
が
・
中
峯
の
寂
年
は
そ
れ
よ
り
三
年
後
の
至
治
三
年
で
あ
り
、
從
つ
て
傳
に
船
中
で
中
峯
の
蓬
化

を
知
る
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
東
鯖
集
魯
末
の
佛
乗
藤
師

(天
岸
)
傳
に
、
元
の
泰
定
間
に
南
游
、
本
朝
の
元
徳
元
年
に
明
極
、
竺
倦
と
同
じ
く

離
る
と
す
る
が
・
こ
の、説
を
取
る
。

,

天
岸
の

「
東
蹄
集
」
を
見
る
と
古
林
「
の
竺
倦
、.別
傳
等
と
交
渉
の
存
し
た
こ
と
が
窺
は
れ
、
又
別
源
の

「
南
遊
集
し
を
見
る
乏
別
源

と

の
關
係

も
知
ら
れ
る
。
天
岸
は
香
山
寺
に
住
し
、
次
に
浮
妙
寺
に
遷
り
、
報
國
寺
の
開
山
と
な
り
、
建

武
二
年

三
月
八
日
寂
し
た
。

次

に
天
岸
と
同
道
し
て
入
元
し
た
と
云
ふ
物
外
可
什
も
ま
た
林
古
下
に
あ
つ
た
。
石
室
録
を
見
る
と

「
物
外
和
省
七
周
忌
拮
香
」
の
語

が
有
り
、
藷
の
冒
頭
に

「昔
年
聚
首
鳳
甕
會
、
今

日
燵
香
影
豫
前
」
と
云
う
て
ゐ
て
、
鳳
籔
の
古
林
に
共
に
ゐ
た

こ
と
を
云
砺
、
叉
物
外

六

一



六

二

和
樹
の
像
賛

に

運
巷
正
派
、
夫

澤
虞
孫
、
魁
梧
彪
厚
、
道
韻
高
尊
、
依
稀
犬
達
、

髪
翼
慈
恩
、

幅
山
親
董
國
師
席
、

武
苑
新
開
槽
化
門
、

全
槻
無
向

背
、
生
鐵
鋳
毘
喬
、
古
鳳
蔓
前
同
参
句
、
七
穿
八
穴
破
砂
盆

と
あ
つ
て
同
七
く
鳳
豪
下
に
同
じ
く
句
に
参
じ
た
と
云

つ
て
ゐ
る
。
別
源
の

「
東
蹄
集
」
に
も
物
外
の
名

が
見

え
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ま

た
古
林
下
に
於
け
る
交
誼
に
よ
る
竜
の
で
あ
ら
う
。
法
を
南
浦
に
嗣
ぎ
、
崇
幅
寺
、
建
長
寺
に
住
し
た
。
観
慮
二
年
十
二
月
八
日
寂
し
て

ゐ
る
。

こ
の
外
可
翁
宗
然
、
大
朴
玄
素
、
鐵
牛
景
印
、
孤
峰
覚
明
、
寂
室
元
光
、
古
先
印
元
、
中
…巖
圓
月
、
簡
巖
翁
等

と
云
つ
た
人

々
も
古
林

下
に
参
じ
た
人
と
云
は
れ
る
。
我
國
に
於
け
る
中
峰
下
の
系
統
と
共
に
當
時
の
輝
界
の
二
大
勢
力
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
や
う
。

作
品

は

い
っ
も
何
ら

か
の
意
味

で
、

作
家
、の
實
感

に
ょ
り
た

つ
て
い
る
。
そ
の
範
園

で
作
尿

は
作
品

を
生

き
て

い
る

と
言
え
る
。

け
れ
ど
も
人
間
性

を
、
自
分

の
枠

の
な

か
か
ら

た
た
き
出
し

て
、
辛

い
旋

を
さ
せ
、
客
観

的

に
追

い
つ
め
ら
れ

る
だ
け
追

い
っ
め

て
見

て
、
到

達
し
お
地
馳

へ
自
分
の
生

き
か
た

の
足
揚
を
刻

み
つ
け
て
進
ん

で
ゆ
ぐ

と

い
う

、
ア
ル
プ

ス
登
禁

の
よ
う
な

、
丈
學

と

生
活

と
の
方
法

は
、
ざ

ら
に
あ
る
だ
ろ
う

か
。

1
'
宮

本
・

百

合

子


